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理事長　清水　秀起

これから迎える「新しい時代」のために

　夕方。会社からクルマに乗って家に向かう。途中の交差点で信号が赤に。クルマを停めて、ふと
周りの景色を見渡してみる。道を照らす街灯と商店街の賑わいと、たくさんの人が行き交っている
情景。道端の緑たちが季節を彩る。家に着く。ドアの鍵を開けて、明かりを灯す。そこには、家族
や大切な人たちが待っている…

　そんな日々の生活の中で、たった数分のことなのかもしれませんが、その間にいったいどれだけ
多くの「人」が関わっているのでしょうか？
　会社は「人」の集合体であり、クルマや道路、交差点、電気、鍵など、すべて自分以外の誰かが
作りあげたものです。そして、今この瞬間に存在している自分自身さえも、両親やその周りの人た
ちのおかげで存在しているのです。
　人間はたった一人で生きていくことはできません。もっと言えば「人との関わり」なしでは生き
ていくことはできません。さらに言えば、人間はたった一人の孤独な存在ではありません。自分以
外の、今この瞬間に存在しているまわりの物事すべてに「人」が介在しており、そして今の自分自
身を支えて守ってくれているのです。
　まずは、そのことに気がつくかどうか。
　そしてそのことに対して、弛まぬ「関心」を持ち続け、心の底から「共感」し、限りなく深い「愛
情」を持つことができるかどうか。
　これからの新しい時代を、様々な人たちと一緒になって、共に創り上げていく私たちにとって、
こんな何気ない感性こそ、とても重要で大切な、より努力して習得しなければならない資質になろ
うとしています。

しかし　私たちの社会は常に「危機」に晒されている

　2007年もまた、私たちを取り巻く社会に大きな変化が起こりました。世界全体では原油高・株安・
円高といった先物市場の不安定さがそのまま現実の経済に影響を与え続けています。未だ収束しな
い局地的な民族・宗教紛争、環境問題に対して、いよいよ本格的解決策が提示されつつあることな
ど、先進国リーダーの交代時期と重なり、大きな潮流となって世界を席捲しました。
　国内では、不明確な政治、不誠実な行政、不真面目な企業、不公正なスポーツ、そして人間同士
が、家族同士が傷つけ合わなければならない、信頼できない社会が到来しました。
　極度の人間不信は、自己防衛のために個人を自己中心的に変えさせて、そんな個人が作るグルー
プ＝ ｢社会｣ は、より濃密な人間関係を求めつつも、自分たちの利益のためには、排他的で他人を
傷つけることも厭わない空気を作り出していきます。そしてそんなグループが自分たちに有利な手
続・ブラックボックスを作り上げてしまい、まさに「魂の入っていない」社会システムを増殖させ
てしまいました。

▪理事長報告▪



− 2− − 3−

　私たち呉青年会議所の先輩たちは、今日の私たちと同様、時々刻々と変化する社会情勢と常に戦っ
てきました。つまり、いつの時代も、私たちの社会は常に「危機」に晒されているのです。
　その「危機」に対して、私たちは自分たちでできることから始めなければなりません。そして、
今起こりつつある「危機」に対するべく、これまで以上にもっとタフな修練を積まなければなりま
せん。創立55周年を迎えた2007年は、これからも強い組織であり続けるために、今一度私たちの団
体の定義・存在理由を見直しました。その結果、現役会員全員で私たち呉青年会議所の「創始の理
念」を取り戻したのです。
　「自分以外の誰かのために」。
　これは私たちの団体の創設に尽力された先輩たちが、この国の、この地域の、そして自分たちの
復興を心から願った「当時の想い」です。
　今起こりつつある危機に対して、私たち呉青年会議所はこの理念を受け継ぎ、尋常ならざる「熱」
を持って、「自分以外の誰かのために」社会に貢献していく、社会の情勢を変えていく運動をこれ
からも展開し続けなければならないのです。

夢を抱き　共感できる社会へ

　皆さんは今、「夢」を持っていますか？　『まず、私たち大人が「夢」を持たなければ。そして「夢」
を持つことの大切さを、次の時代を担う子どもたちに伝えていかなければ』… そんな素朴で漠とし
た想いから2007年はスタートしました。私たち呉青年会議所の「夢」である、公共心あふれる呉地
域の明るい豊かな社会を築きあげるために、自分たちの夢を掲げて・語り合い・共感し・実現にチャ
レンジし、そして郷土を誇りに感じることができることを目指した事業を実践してまいりました。

⑴　「夢」を描き「夢」をかたちにできる地域コミュニティーの再生
　「夢」を実現するためには、しっかり勉強すること、決してあきらめることのない不撓不屈のチャ
レンジ精神、そしてその夢に共感できる多くの仲間が必要です。その実践事業として、「夢に向かっ
て～クレ・ムービー・キッズ・プロジェクト」を立ち上げて、呉地域では初となる、子どもたちの
企画・演出・上演による映画撮影を行いました。
　夏の猛暑の中、汗だくになりながら成功させようと懸命に努力する子どもたちの姿は、その撮影
期間中、子どもたちを全面的にサポートし続けていただいた保護者の方々や映画を観ていただいた
方々からも絶大なる反響をいただきました。そして何よりもこの撮影を通じて、子どもたちの表情
が徐々に変わっていき、そして自分の学校区以外の友人が増えていったなど、子どもたちにとって
も忘れられない思い出になり、そして学校区を越えた様々な年代層の人たちとの交流は、かけがえ
のない財産になったことでしょう。

⑵　「新しいコンテンツ」による誇りある呉地域の創出
　誇りある呉地域の歴史や文化を実感できる「新しいコンテンツ」づくりとして、旧市街地での「呉
の顔」とも言うべき灰ヶ峰を中心にした、夢を感じるまち創造事業「７３７プロジェクト～灰ヶ峰
から呉を変える」を、年間を通じて開催してまいりました。
　「今、大切に思う人」への気持ちをメッセージにした「未来への手紙」は、呉みなと祭の第50回
記念メインイベントになった「ご当地クイズ７３７」、呉海上花火大会・各地イベントでのＰＲ事業・
募集事業、シンボル設置事業を通じて、趣旨に賛同していただいた皆さまから3,000通以上も集め
ることができました。このくれのまちを大切に思う気持ちを「灰ヶ峰」という呉のシンボルに重ね
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合わせることで、新たな郷土への誇りを育むことができました。

⑶　「共感」を育む委員会・事業運営の実践
　今の私たちを取り巻いている社会問題に対しては、これまでの一方的な考え方や視野、情報の受
信、経験則だけでは、その本質を見誤ることになってしまうほど複雑化しています。これから私た
ちは、相手に対する深い信頼と団体に対する誇りを胸に、相手の立場になって相手の考え方・視野
を共有する、という「共感」という力を身につけなければなりません。
　メンバー間の信頼関係を醸成し組織を活性化するために、お互いが共感できる土壌作りのために
必要となる、よりよいコミュニケーションのあり方を徹底して研修しました。例会セレモニーまで
公開したオープン例会や特別会員の方々との交流事業などの実践の場を通じて、「傾聴」「ラポール」

「一皮むけた経験」などのキーワードが示す通り、「思いをこめる」「思いにこたえる」ことの大切
さを実感することができました。
　ここ数年では類を見ないほど、各委員会が一致団結して取り組んでいる様子は、非常に心強く、
また事業の内容にもいい影響を与えるなど、組織の力を数段レベルアップさせる効果を生み出しま
した。

⑷　常に「外」を意識した積極的な情報受発信による信頼関係づくり
　また2007年は、社団法人日本青年会議所との長きに渡る協働活動の集大成として、第56代会頭と
して奥原祥司君を輩出しました。私たち呉青年会議所にとって大変名誉であると同時に、「会頭輩出」
として極めて重い責任を担うことになりましたが、出向者が中心となって、呉青年会議所の全会員
が一丸となって支援した結果、社団法人日本青年会議所としても大変素晴らしい成果を挙げること
ができました。
　また全国にそして世界に向けて、私たちの愛する呉地域の良さを、呉青年会議所の素晴らしさを
存分にアピールできる、絶好のチャンスに恵まれた１年となりました。
　年４回の広報誌の発行と初となる自治会単位での配布、ＡＳＰＡＣ・世界会議など世界各地での
ＰＲ事業、そこで受発信した情報の呉市役所での掲示、きめ細やかな情報の発信による過去最高と
なったホームページのアクセス件数、ホームページ企画だった「海道をゆく」の製本化などを通じ
て、私たちが暮らす「呉地域」を思う存分に発信してまいりました。これらの活動によって、国内
だけではなく、広く世界中から注目された１年となりました。

⑸　「創始の理念」を継承した公益性の高い組織運営の実践
　いよいよ、新しい公益法人制度の施行が2008年12月１日となり、今現在も制度運用指針の検討や
税制改正などが進んでいる中、2012年までに「公益認定法人」となるための移行作業が必要となり
ました。本年は、年間を通じて公益法人に関する勉強会を開催し、私たちの団体の理念や新しい制
度の勉強とその対応について、検討してまいりました。
　そのひとつの成果として、私たち呉青年会議所は「ひとづくり団体」から卒業して、呉地域の発
展に寄与していく「まちづくり団体」としての新たな歴史の第一歩を刻むことができました。
　しかし「公益性」「運動論」のみで組織運営を、さらに「人のキモチ」を動かすことはできません。
よりよい公益事業を展開するためには、組織内部の結束・意思疎通はこれまで以上に「丁寧に」実
施しなければなりません。人間同士が「一堂に会する」ことの意義・大切さは、公益性の有無に関
わらず、これからもっと重要になります。その重要性をいかに工夫して、対外的にもわかりやすく
伝えていくのか、改めて課題が浮き彫りとなる年になりました。



− 4− − 5−

⑹　継続的な「会員拡大運動」の推進
　私たちが暮らすこの呉のまちを本気でよくしていくためには、もっともっと多くの仲間が必要で
す。しかし会員数の減少傾向は、ここ数年に始まったことではなく、毎年の積み重ねであり、また
呉青年会議所としてマイナスの成果でもあります。
　会員数の減少は、その予算面だけではなく、その事業内容・対外事業の波及効果・メンバーの均
質化・新しい人との出会いが少なくなるなど、青年会議所活動の質的劣化を招くことを、私たち会
員が認識しなければなりません。
　この現状を変えていくためには「運動化」、つまり継続した取り組みを行うことで、私たちの意
識や行動規範に組み込んでいく必要があります。
　これからの会員拡大運動は、特定期間・特定の委員会のみが行う運動ではなく、対外・対内事業
にも事業内容のわかりやすさや楽しさ、充実感と達成感、クールな設営などを通じて、青年会議所
活動の「魅力」を継続して伝えていくことが求められているのです。

顕在化した「古くて新しい」課題

　2007年は、私たちの団体にとっても創立55周年でもあり、例年にはない非常に多くの方々との出
会いが生まれた年でした。
　その出会いの中で、私たちの暮らす呉地域には、そして私たち呉青年会議所にも様々な課題を抱
えていることが確認できました。たとえば旧市街地と合併島嶼部との連携、産官学協働事業の難し
さ、日本ＪＣが制作したＤＶＤ「誇り」の上映から垣間見えた教育現場と保護者との認識のズレ、「単
年度制」という誤解から生まれた呉青年会議所の地域社会での低い評価・信頼度、などが挙げられ
ます。
　組織内部に目を向ければ、「風が吹けば桶屋が儲かる」論理のように、事業目的と手法を論理的
にうまく組み立てる力が弱まっています。これによって、事業自体がわかりにくくなり、その事業
目的の訴求力が弱まってきた印象があります。
　また「共感するための力」は、もともと人間の信頼関係を構築していく上で欠かせない前提条件、
これまで誰もが無意識のうちに体得・実践できていたことでした。ここで、わざわざ理論化・体系
化した上で、新たに学ばなければならないほど、私たちのコミュニケーション能力は低下している、
と言わざるを得ません。
　会員数の減少と併せて、これらの弱点を克服するためには、毎年の運動展開を、対外に・メンバー
に対して常に「丁寧に」説明し、「丁寧に」設営していく。そして「丁寧に」結果を積み上げていく。
これを繰り返していくことでしか、外部からの評価を上げることはできませんし、公益性を維持す
ることはできません。
　さらに組織の上下関係による指導だけではなく、これからは会員全員が意識して、より丁寧な「人
材（後輩）の育成と指導」に取り組まなければならないのです。

　私たちなら、できます。意識さえしていけば、すぐにできるようになります。
　なぜなら、この「カッコいい設営・事業」も「人材育成」は、もともと私たち呉青年会議所が最
も得意とする分野・お家芸でもあるからです。
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「組織の運営論」を超えて。

　2007年は、常に外に出て行くことを意識しながら活動してまいりました。その結果、私たちは「創
始の理念」に正面から向き合うことになりました。
　私たちの団体の「歴史」とは、がむしゃらなプロセスとその積み上げてきた結果です。そしてそ
の「伝統」とは、そのがむしゃらなプロセスから、時代に応じたアレンジを加えつつも、何があっ
ても変わらずに残ってきたものです。
　これまで私たちの先輩たちが守り続けて、そして私たちに伝えてきていただいた「伝統」こそが
実は最も公益性が高く、その実践はこれからも継続していくことに値するものだったのです。
　私たちの団体は、決して単年度制ではありません。理念もやり方もすべて継承している団体です。
それゆえに、呉地域における私たち呉青年会議所の責任は重く、またこれからもその重責を担い続
けなければなりません。

　しかし私たちは、自分たちでも気がつかない間に、偉大な先輩たちのＤＮＡを受け継いでいます。
お互いを認め合い、思いをこめて、その思いにこたえられる。そんな素敵な人間になって、組織に
なって、周りの大切な人たちを幸せにしていこうではありませんか。
　そして、この呉のまちを、もっと素敵なまちに変えていきましょう。

　堂々と。私たちのやり方で。今を真摯に。無我夢中で。
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副理事長　櫻井　隆晶

　私は年当初に2007年度副理事長として「私達は社団法人呉青年会議所の活動、運動にメンバーと
して確固たる信念と狂気をもって取り組む必要があり、又それができうるある意味でのパラノイア
が集う屈強な組織を目指した組織活性化に粉骨砕身、邁進していく。」事を約束してこの一年間を
駆け抜けてまいりました。

　具体的には横山室長のもと、「伝わってなんぼ」をキーワードにＬＯＭコミュニケーション向上
委員会を率いていただいた堀口委員長の仕掛けた数々の事業とそれらがもたらした成果の中で表現
できたものと確信しております。
　また本年度はある意味、外圧ともいえる公益法人改革制度に向けて、メンバー一丸となり取り組
んでまいりました。その勉強会の中でメンバーの様々な意見を拝聴する事もできました。いまだに
真摯に議論を重ねていくメンバーの姿が目に焼き付いて離れません。
　やはり組織というものの本質は、それを形成していく個々人の人間性や資質が左右する物だと痛
感いたしました。今後、我々は青年会議所メンバーであるかぎり、公益性のある団体に所属してい
る事は間違いありませんが、一人の社会人として、世間からより厳しい目で見られていることを自
覚し行動しながらも、そのプレッシャーに屈服しないタフな精神力を身につける事を要求されるで
しょう。「厳しいもののもとでしか良性なものは育たない」と私自身も奮闘していかなければなら
ないと自戒しております。

　最後になりますが、ＪＣ生活現役最後の年に副理事長という大役を仰せつかったにもかかわらず、
大過なく無事務め終えることができましたのも、これまで支えて下さったメンバー皆様のお陰であ
ります。心よりの感謝の言葉を添えて副理事長報告とさせていただきます。

「本当にありがとうございました。」

▪副理事長報告▪
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副理事長　岡本　和幸

　2007年、社団法人呉青年会議所は創立55周年を迎える年、清水理事長が掲げた「WIRED ！！（ワ
イヤード）〜夢を抱き、共感できる社会へ〜」をスローガンに活動してまいりました。
　何もない時代から何かを作り出してきた私たちの先代から、その当時の思いである創始の理念を
心に刻み直す事によって、そこに在るべき物の大切さを改めて考え直す１年でした。

　社会では食品偽装問題、年金問題と、そのものが出来た当時の思いとはかけ離れた行動により、
無残にも在るべき姿が偽りの姿に変容してしまいました。我々の先代はそんな偽りの姿を残すため
に精魂込めて身を削りながら、在って当たり前という時代を作り出したのでしょうか？　何も無い
時代の苦しみを味あわせたくない一身で作り出してきたはずです。そして在って当たり前の時代に
生きる我々は、もう一度なぜそこに在るのかを再確認し、それを後世に伝えていかなければいけま
せん。我々の先代が残してくれたように。

　社団法人呉青年会議所に所属する会員の私達は、各会社に所属する一人の経済人です。会社を代
表してこの団体に参加しています。逆に言えば会社のおかげでこの団体に参加できているわけです。
また、会社を離れた時、家庭を持つ一人の社会人でもあります。そうであるなら何かを残さなけれ
ばいけません。私達を支えてくれている会社にも、会社がある地域にも、そして家族にも。それが
物であれ、システムであれ、人であれ、感動であれ。残っている物にはすべて思いがあり、その思
いに共感して受け継ぐ人がいます。そして家庭に、会社に、地域に、日本に、世界に共感の輪を広
げる方法を、私達は知っています。

　今一度、私達の住んでいる社会、地域、家庭に関心を持ってください。そこに在るはずの物がど
れだけの労力やおかげさまでそこにあるのかを知ることが出来ると思います。
　先代の思いを引き継ぎ、さらなる高みに日々邁進していきましょう。私たちの思いを引き継いで
くれる子どもたちのために、大きな夢を持ち続けましょう。そんな気持ちを人々が持つことこそが、
明るい豊かな社会の第一歩となるのですから。

　ちょっと素敵な人を目指して。ひいては輝く社会を目指して。
今年出逢ったすべての人に、出来事に感謝申し上げ、副理事長報告といたします。

▪副理事長報告▪
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副理事長　後迫　崇史

　創立55周年を迎えた呉青年会議所は、清水秀起理事長の下「『WIRED ！！』夢を抱き、共感で
きる社会へ」をスローガンに掲げ、１年間突き進んでまいりました。
　そのなかで、まちづくりの担当副理事長にご指名いただき、社会において、青年会議所活動にお
いて、自分を形成していく上での生涯の糧になる貴重な経験をさせていただきました。
　年間を通して、自分の甘さや、偏った優しさによって、両委員会そして多くのメンバーには、大
変ご迷惑をお掛けした１年であったと感じております。
　しかし、そのような環境の中でも、少しずつ成長していく委員長の姿を目の当たりにして、嬉し
さと頼もしさを日々感じる１年でもありました。
　「心あふれるまち」「夢を感じるまち」の創造に向けて『「夢」を描き「夢」をかたちにできる地
域コミュニティーの再生』『「新しいコンテンツ」による誇りある呉地域の創出』という基本方針の
下、１室２委員会でまちづくり事業に取り組んでまいりました。
　心あふれるまち創造委員会では映画製作を通して、目標に向かって真っ直ぐに進み続ける努力と
チャレンジ精神の大切さ、共感できる仲間の大事さを知ってもらうことにより夢を実現したときの
喜びを伝える事業を展開してまいりました。
　ハードなスケジュールの中、設営サイド・参加者共に、真っ黒に日焼けをして汗だくになって撮
影している姿に、かけがえのない経験と感動が参加した子どもたちに、そして、それを間近で見守っ
ていた保護者の方々に十分伝えることの出来た事業であったと確信しております。
　夢を感じるまち創造委員会では、「７３７プロジェクト～灰ヶ峰から呉を変える～」と銘打って
事業を展開してまいりました。
　大人の夢は、大切な人が暮らす呉のまちを、今以上に住みよく誇りに思えるまちにすることであ
ると定義し、市民が誇りに感じるまちの創造に取り組んでまいりました。
　諸団体との調整不足により、難航する場面は多々ありましたが、メンバー・参加者のご協力はも
とより、委員会メンバーの固い結束によって、本プロジェクトは参加いただいた3000名を超える市
民の方々に伝えきることが出来た事業であったと考えます。
　最後に、呉青年会議所だけの力で、まちを変えていくことは困難かもしれません。
　だからこそ個々の意識を向上させ、今以上に、呉のことを、そして未来を考える仲間を一人でも
多く増やすことが、私たちの使命と考え活動してまいります。
　今日よりも明日、年を重ねるごとに同志を増やし、呉のまちを更に誇りに思えるまちにするため
努力してまいりますので、今後とも呉青年会議所の活動に対しまして、ご理解ご協力の程、宜しく
御願い致します。

▪副理事長報告▪
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専務理事　村井　廷司哉

　本年度、社団法人呉青年会議所は皆様のお陰を持ちまして無事に創立55周年という節目の年を終
えることができました。各関係機関、地域の方々並びに特別会員の皆様には多大なるご理解とご協
力を賜りましたこと誠に感謝いたしております。また、社団法人日本青年会議所会頭に奥原祥司君
を輩出し、これまでにない重要な責務を担う一年となりましたが、皆様のお力添えをいただき全う
できましたこと重ねて感謝いたします。
　2007年度はスローガン「ＷＩＲＥＤ！！夢を抱き、共感できる社会へ」の下、一年間数々の事業
を展開してまいりました。55年前、荒廃した呉地域をなんとかしようという強い使命感を持ち立ち
上がった若者達、また高い志と誇りを持ってその理念を幾年も継承してきた若者達・・・「現在の�
我々若者達」はその使命感や高い志、誇りといったものを念頭におき活動できているのだろうか。
またそれらを兼ね備えた団体として事業を行うことができたのだろうか。「創始の理念」、我々が行
う事業の本質について自問自答を繰り返す一年でありました。
　なかでも、組織の重要課題であります公益法人改革への対応については、「公益目的事業を行う
ことを主たる目的とする法人」として今後どう取り組んでいくべきかと幾度も勉強会を実施し、組
織形態の見直しの他にまず定款の内容を見直すことが先決であるという観点から、定款変更案の策
定に取り組み、総会での承認を受け定款変更の手続を施しました。
　これまで以上に地域社会からの信頼を受け、必要とされる組織づくり、社団法人から公益認定法
人へ向けての第１歩を踏み出したわけですが、今後は組織形態や定款といったハード面の整備は勿
論のこと、この組織を構成する「現在の我々若者達」一人ひとりが、郷土を愛する一市民として高
い志と誇りをもって「魂」の込もった事業を展開し、公益認定法人として決して恥ずことのない活
動を行っていかなければならないことを再度考えさせられた一年でもありました。
　今後も、利害得失やこれまでの常識・我々自身の枠にとらわれず、恐れることなく仲間を信じ、
常にアツく、常に柔軟で、常に先駆者としてその時代時代を全力で駆け抜ける・・・「カタチ」だ
けでなく人間臭く、我々らしくではなく我々にしかできないことに常に取り組み、より一層の明る
い豊かな社会の構築に向けて邁進する組織であるよう努力し、そうあり続けることを願います。
　最後に、全運営の責任者として、スムーズかつ円満に運ぶようバランスとかかわりを心掛けてま
いりましたが、至らぬ点もありご迷惑をお掛けいたしました。しかしながら皆様方には温かいお言
葉をいただき、最後までお力添え賜りましたことに心より感謝申し上げます。
　一年間ありがとうございました。

▪専務理事報告▪
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事務局長　寺下　正博

　民法34条に基づき設立された社団法人呉青年会議所は、これまで54年間の歴史背景で培われた伝
統を基盤に活動を展開し、本年度は創立55年という節目の年を迎えました。
　2008年12月１日には「公益法人制度改革」における新法が施行予定とされていることもあり、制
度改革に伴い選択のときに先駆け「公益」という性質を、年間を通じ各種事業の本質を事細かに厳
密な視点で捉えることで、改めて青年会議所運動の原点を見つめ直す１年となりました。
　更に、社団法人日本青年会議所会頭に奥原祥司君を輩出したことにより、全国からも注目される
ＬＯＭとなり、恥ずかしくない運営を心掛けなければなりませんでした。
　本年度、事務局長という役職を与えていただき、社団法人呉青年会議所が各種事業を適切かつ円
滑に執り行っていくために、予算案・決算案の事務的処理、事務局のより効率的な運営、資料の作
成・管理・保存等、事務の基本的作業を的確に運営遂行する上で、至らぬ点がありご迷惑をおかけ
致しました。
　本年度、様々な経験を通じて得た財産を、今後の青年会議所活動で反映しつつ、呉のまちに住む
人々がもっとこのまちを好きになる為に、より一層、明るい豊かな社会の実現に向け活動していく
所存でございます。
　１年間、皆様方の温かいお言葉に励まされ、職務を全うすることができました。本当にありがと
うございました。

▪事務局長報告▪
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「夢をかたちに」
　本年度「ゆめ・ひと・まち創造室」では「夢をかたちに」
を室のスローガンと掲げて両委員会が事業をおこなって参
りました。

　「心あふれるまち創造委員会」の小学生によるシナリオ
からの映画作成は日本においても画期的な事業でした。そ
のことによる、参加者の募集などでは苦戦いたしました。
しかし、その後は、事業のテクニカルな部分でのサポート
を得ながら、小学生との対話を丁寧に重ねこの事業による
目的であった「夢に向かって努力するチャレンジし精神と、
共感出来る仲間づくり」を習得することが出来ました。

　「夢を感じる創造委員会」は、「楽しんでやろうよ」とス
ローガンを掲げ、呉市民と共に作る事業を展開してまいり
ました。本委員会は、ハードを提案する事業をおこなうの
ではなく、都会にはない、呉らしさである、呉の自然、歴
史、文化を感じる独自のまちづくりを行う事を念頭に置き
事業を進めて参りました。
　さらに７月から取り組んだメイン事業は「優しい気持ち
があふれる呉」未来の創造をテーマに事業をおこなって参
りました。本事業には多くの方に参加いただき「参加者全
員が楽しみながら」私達が生まれ、私たちを住み育んでく
れた「故郷・呉」を想う気づきを共有し、未来へ誇りを持
つきっかけといたしました。

　両委員会ともに「ゆめ」をかたちする為、多くの困難を、
清水理事長を始めする理事の皆様に激励をいただき、そし
て事業参加者やメンバーの声援を糧にし、事業を完遂する
ことが出来ました。
　新しい世界を切り開く度、苦しみました。しかしそのこ
とが、考える知恵を磨き、挑む勇気を与え、プロセスを実
行する度に成長させていただいた１年でした。

　又、内部運営論の懸念として、まちづくり室及び他の室
において、意識統一を図るため様々な意見・方向性などか
ら幅は広がりましたが、同時に煩雑になり事業を行う上で
焦点を絞りきれなかった点も否めません。今後、公益社団
法人として進む当ＬＯＭにおいてはメンバー間の相互理解
を図るための施策が必要であると感じました。
　最後に、私自身、多くの人と共感する中で、自分を知り、
他者を知る「冒険」でした。室長として力不足を全ての人
に助けていただき、本当に貴重な勉強をさせていただきま
した。
今後はこの経験を糧に仕事にもＪＣ活動にも生かせるよう
努力してまいります。

委員長　田村　誠治

　本年度、心あふれるまち創造委員会では、子どもが「夢」
を実現する為に必要不可欠でありながら現在の子どもに不
足している素養である「目標に向かって真っ直ぐに進み続
ける努力とチャレンジ精神の大切さ」、「共感出来る仲間づ
くりの大切さ」を学んでもらう事を目標に事業を行ってま
いりました。
　上記の事を学んでいただく手法として当委員会は、子ど
もに普段体験することが無く、皆の共感出来る目標を設定
し、その目標に向かって共感出来る多くの人達と共に多く
の時間と労力を共有し、努力とチャレンジを繰り返し、そ
の結果実現出来た時の達成感を体験していただくのが最適
と考えました。
　その題材として、「普段体験することが無い」「多くの人
に垣根なく関われる」「達成する事に多くの人が共に労力
と時間を要する」「目標そのものに夢を感じられる」とい
う要素を含む子どもが主体に映画を撮影するという手法を
選定し、「クレ・ムービー・キッズ・プロジェクト」事業
を開催しました。
　年当初より呉市教育委員会や呉市の政策推進課や観光振
興課などに趣旨説明などを行い、賛同を得てもらいました
が、肝心の子どもの動員において学校への配布のみに頼っ
た結果、動員人数が伸び悩み苦戦しました。しかし、一人
でも多くの子どもに本事業を通じて学んでいただきたいと
いう信念の下、下校時間においての子どもに直接動員や、
子ども会、施設などへの直接動員など自分達の足で動員に
チャレンジした事、多くのメンバーや先輩方の協力をいた
だき多くの子どもの登録をいただきました。この子どもを
集める事が出来たのは社団法人呉青年会議所の共感できる
多くの仲間がいたからだと私は感じました。
　２回の勉強会を経て７月下旬より８月中旬の夏休みの９
日間を、86名の子どもと保護者の皆さん、多くのメンバー
とプロの監督の方たちの協力の下、撮影に臨みました。連
日の30度を越す猛暑の中、子どもも私達も一丸となって映
画の完成に向かってチャレンジする中で、子どもたちには
目に見える変化がありました。最初は目に見えなかった映
画の完成が、撮影が終わるたびに皆が撮った映像を見るた
びに現実味を帯び完成作品に対しての期待感からモチベー
ションが上がり、共感できる仲間と共に映画の完成という
目標に向かって努力しチャレンジしていく楽しさを感じな
がら、撮影に来ることを心待ちにして参加するようになり
ました。また参加者の保護者の方々も子どもの真剣に取り
組む姿を見て子どもの努力に対して賞賛し、子どもと同じ
く心待ちにしながら楽しんで参加されました。そして迎え
た撮影終了であるクランクアップの場面では子どもも保護
者の方々も仲間を激励しあったり涙したりしていた事から

ゆめ・ひと・まち創造室

室長　明田　周士
委員会報告

〔スローガン〕真っ直ぐに・・・

室長報告 心あふれるまち創造委員会

ゆめ・ひと・まち創造室
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も映画撮影という手法を通じて仲間と共に目標に向かって
努力する楽しさを体験していただけたと思います。
　最終的には、子どもが撮影した素材をプロの方に編集し
ていただき映画館並みのスクリーンで上映するという事業
を開催し、また後日にＤＶＤにして配布しました。興行映
画にも匹敵するまでに高められた映画を大スクリーンで見
た時の、感動と達成感からくる多くの涙と笑顔からも「共
感出来る仲間と共に同じ目標に向かって努力して達成した
時の達成感による楽しさ」を体感し学んでいただけたと感
じました。
　最後に、委員長という役を通じて私自身も「目標に向かっ
て真っ直ぐに進み続ける努力とチャレンジ精神の大切さ」、

「共感出来る仲間づくりの大切さ」を学ばさせていただき
ました。
　この経験は私の今からの人生において大いに役立つ、
願ってもなかなか出来ない良い経験であり、私を支えてく
れたスタッフの二人、委員会メンバー、すべてのメンバー
の方、また仕事という枠を超えて賛同してくださってス
タッフと同じように支えてくださったプロの撮影スタッフ
の方々にも感謝の気持ちでいっぱいです。この気持ちを胸
に参加してくれた子ども一人ひとりが夢に向かって努力し
実現してくれる事を応援しながら、見守っていく所存であ
ります。本当に１年間ありがとうございました。

事業報告
１．事業名：２月第２例会

日　時：２月19日㈪　19時20分〜20時20分
場　所：クレイトンベイホテル　３Ｆ　天の間
目　的：�本年度『夢に向かって・・・』という事業を

通じて伝えたいもの、年間の流れを全メン
バーにより理解していただき目標に向かって
努力する大切さ、一緒に共感できる仲間の大
事さを気づいてもらう。

方　法：�現在の子どもの現状分析の説明、委員会製作
のビデオ上映、全員参加のヒューマンブリッ
ジ日本一への挑戦を体感していただき、子ど
もたちに年間を「努力とチャレンジ精神」と

「共感出来る仲間つくり」の大切さを伝える
前に、まずメンバーの皆様にこの２つの要素
の大切さを体感できる例会を開催しました。

結　果：�現代の子どもの努力とチャレンジ精神への意�
識、共感出来る仲間不足の現状を映像などで
わかりやすく見ていただき、現代の子ども
が夢を描いても途中で挫折してすぐ諦めて
しまうという問題を最初に認識してもらう
ことが出来たのではないかと考えます。そ
の上で、まずその問題の原因の一つである�

「努力とチャレンジ精神」の大切さを、現
実に弛まぬ努力をし、果敢にチャレンジし
た先にある『夢』の実現のすばらしさを実
際に体感しているマリナーズイチロー選手
の夢の気づきから達成までの半生を当委員
会が「努力とチャレンジ精神」の大切さを
テーマに製作したビデオ映画を見ていただ
くことにより、その一つの原因の重要さを
再認識していただきました。更に実際に子
どもとこれから製作する映画がどのような
ものかをご理解いただけたのではないかと
考えます。そして次なる原因の一つである

「共感できる仲間づくり」の大切さを、メン
バー皆様に共通の仮定の目標を設定しその目
標に向けて仲間達と一丸となってチャレン
ジしていく楽しさ、爽快さを体感していた
だき共感できる仲間の必要性、大切さを認
識していただくことで、参加メンバー全員
に当委員会が年間を通じて伝えたい事の大
事さに気付いていただくことが出来ました。�
　当委員会がこれから映画製作という手法に
て子どもに伝えていく前にメンバーの意識統
一するいい機会となったと感じています。

２．事業名：５月例会
　　　　�「家族がいちばん！～父と息子二人三脚夢が

叶うまで～」

日　時：５月７日㈪　18：30～21：00
場　所：�クレイトンベイホテル　３Ｆ（天の間）
目　的：�子どもが『夢』を実現しようとする時、支え

ていかなければならない身近な大人（親、先
生等）にどのように子どもに接し支えていけ
ばよいかを知っていただき、子どもが『夢』
を実現する「心あふれるまち」の創造の一助
とする。

方　法：�鈴木宣之氏を講師として招き「家族がいちば
ん！〜父と息子二人三脚夢が叶うまで〜」の
講演会を実施いたしました。

　　　　�実施形式はオープン例会形式とし、主に呉市
内小学校の父兄に参加を促し、講演会及び例
会セレモニーを参加費無料にて、一般参加者
に開放しスクール形式で実施いたしました。

　　　　��動員方法は、呉市内各小学校及びみなと祭り
にてチラシ配布、メンバー各会社にてポス
ター掲示、HP上及びくれえばん、中国新聞
での告知によって行いました。

結　果：�『夢』を実現しようとする意識の高まった子
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どもを常にサポートするべく、大人や、親の
支えなくしては子どもの意識を変えても効果
は半減すると考え、どのようにサポートして
いくべきかを知る意識を高めることが最適と
考え、実際に親子二人三脚で子どもの『夢』
を実現に導いた成功者であり分かりやすく体
験談を交えながら伝えていただくことが出来
るという観点から、鈴木宣之氏を選定致しま
した。鈴木氏の子どもに対しての真っ直ぐで
真剣に望む姿勢が良く分かっていただき、体
験談から仕事を持ちながらでも子どもをサ
ポートするというのは、真剣に子どもと接し
ていくことが重要であるということをご教示
いただいた。

３．事業名：「夢に向かって…出発編」

日　時：５月20日㈰　13：30〜15：35
場　所：呉市つばき会館　６階　体育館
目　的：�年間を通じて「努力とチャレンジ精神」と「共

感出来る仲間」の大切さを映画製作という手
法を通じて効果的に子どもたちに体感してい
ただくため。

方　法：�呉市内小学生４〜６年生を対象に、チラシ配
布及び、「くれえばん」を通し広く募集をかけ、
夢に向かって…出発編「クレ・ムービー・キッ
ズ・プロジェクト」を実施いたしました。

　　　　①�年間を通じての共に活動するグループ分
け、自己紹介数珠繋ぎ映像作成

　　　　　�プロジェクトスタッフ　プロモーションビ
デオ『みんなで自己紹介』

　　　　②�あらすじ発表　と「ヒーロー創設」グルー
プミーティング

　　　　③プロ講師による映画製作入門
　　　　④アンケート内容を会場内にて掲示
　　　　⑤�宿題として自分の大切なものを6月事業ま

でに絵又は写真に撮ってきてもらう。
結　果：�それぞれ、各地域から参加し最初は友達同士

で固まっていましたが、時間が経つにつれ周
りの子ども達と仲良くなり、事業目的の一つ
である「共感出来る仲間」作りの第一歩にな
りました。

　　　　�プロジェクトスタッフプロモーションビデオ
『みんなで自己紹介』をそれぞれ、自分たち
で作製する事で、映像を作る大変さと楽しさ
を同時に体感してもらうことが出来、今後の
事業への弾みとなりました。

　　　　�更に、呉で撮影した「海猿」の実際の映像と

撮影風景を見せる事で映像への興味も持って
もらう事ができたと思います。

４．事業名：「夢に向かって…実行編」

日　時：６月24日㈰　10：00〜17：00
場　所：二川公民館　２階
目　的：�目標に向かって真っ直ぐに進み続ける努力と

チャレンジ精神の大切さ、共感出来る仲間の
大切さと夢を実現しようとする子どもに対す
る大人のサポートの必要性を体感してもらう。

方　法：�呉市内小学生４〜６年生を対象に、応募して
いただいた参加者である子どもたちと保護者
の皆さまを招いて実施いたしました。

　　　　内容は下記の通りです。
　　　　①�募集時のアンケートを参考にしたシナリオ

を作成。挿絵とその挿絵に合わせての朗読
の音声を合わせて編集した映像をスクリー
ンにて発表。

　　　　②�５月事業「出発編」にて子どもたちにデザ
インの一部、名前を提出してもらったもの
から選考した主人公であるヒーロー「ミラ
クレンジャー」登場レセプション

　　　　③�実際の映画の20秒のシーン（ウルトラマン
の隊員同士の会話シーン）をシナリオ化し
て、グループ毎にメンバーと保護者を配役
として監督指導の下、子どもたちの意見（演
技、カメラアングル、配役の服装）を聞き
入れながら、実際にカメラ撮影。この時間
を利用し初参加の子どもたちには「夢にむ
かって・・・出発編」の際に実施した自己
紹介ビデオの撮影を行った。

　　　　④�グループ毎に分かれて自己紹介をしてもら
い、３点について子ども同士で話し合うグ
ループ会議を行った。

　　　　　�　またこの時間を利用して保護者の方に事
業趣旨、撮影スケジュール等を説明した。

　　　　　・グループ名
　　　　　・�あらかじめ用意した著作権フリーの音楽

（５曲）を聞き、ヒーロー「ミラクレン
ジャー」の登場シーンに使用する曲の選
考

　　　　　・�小型の人形を使用してヒーロー「ミラク
レンジャー」の決めポーズの選考

　　　　⑤�実際の映画に使用するセット、道具の作成
を行った。作成したものは下記の２点。

　　　　　・�映画進行上の場面切り替えの際に挿絵と
して映像に入れるイメージマークの原画
をＡ２サイズの紙を25枚（縦2100mm×
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横2970mm）を実写カメラ撮影して耐え
うるサイズに拡大。それを25分割して印
刷し子どもたちに色を塗ってもらった。

　　　　　・�撮影の際に使用するカメラのスタート合
図に使う「カチンコ」と被写体に自然光
を当てるために使用する「レフ板」を作
成した。

　　　　⑥�ヒーロー「ミラクレンジャー」の着ぐるみ
を使用してグループ毎にグループ会議で決
めた決めポーズをアングル毎の撮影。

結　果：①�募集時に書いていただいたアンケートで
「どんな映画が好きで、どのようなシーン
で感動したか?」という現代の子どもがど
のような内容のシナリオに賛同し共感出来
るかを知る趣旨の問いかけに対して一番多
かった答えを分析し、その答えとして家族
や大切な友人、あるいは周りの人たちの為
に自分の身を犠牲にしてでも努力しチャレ
ンジする姿という内容を盛り込んだシナリ
オを、作成してまた、挿絵と朗読の音声付
の映画のルーツである紙芝居を現代版に進
化させたビデオ映像によるデジタル紙芝居

（挿絵+朗読の音声の動画）として発表す
ることで、自分達がこれから撮影していく
映画の内容について素直に理解することが
出来、映画撮影に向けたモチベーションの
向上とシナリオへの感情移入が出来た。

　　　　②�前回事業の参加した子どもたちに提案して
もらった「胸のマーク」「名前」「必殺技の
名前」を選考し、物語の主人公であるヒー
ロー「ミラクレンジャー」を着ぐるみを着
る場面を見せないようにし、セリフも事前
に録音した音声として流し、子どもが皆の
力を合わせて名前を呼ぶことで舞台より出
てくるような演出をすることでヒーロー

「ミラクレンジャー」に対しての興味を持
ちながらヒーロー「ミラクレンジャー」の
事を知りたいという感情を持たすことが出
来、これから撮影していくことへの期待を
高めながら、さらにシナリオへの感情移入
へ繋がったと思います。

　　　　③�ただ勉強として教えるだけではなく、プロ
の大人の力によって完成した実際の映画の
１場面を、映像ではなく、あえてこれから
実際に使用する台本（シナリオ）から子ど
もたちの感性を重視しながら保護者とメン
バーで実際に撮影をすることで映画撮影に
触れ、素直に楽しみながら学ぶことが出来
たと思います。そのことで映画撮影への期
待を更に高める一助となりました。

　　　　　�また保護者、メンバーについては子どもた
ちの指示の元、配役として一緒に楽しみな
がらもこれから子ども達がチャレンジして
いく映画撮影の雰囲気を体感することと、
それらを近くで見守ることで理解を深めな
がら更にこの事業中に子どもとのコミュニ

ケーションを深めやすい雰囲気を作れたと
思います。

　　　　　�事業初参加の子どもには、前回事業の出発
編で行った自己紹介ビデオの撮影を体験す
ることで、映像へのまず第１歩を踏み出す
ことが出来、実際の撮影に対して臆するこ
となく入っていくことが出来る環境が出来
たと思います。

　　　　④�これからの撮影においてグループとなって
一緒に努力していく「仲間」と（自己紹介）

（ニックネーム決め）（グループ名）を皆で
決めあって参加者相互の理解を深めた。更
に皆の感情移入することが出来たシナリオ
本編中に使用する重要な役割であるヒー
ロー「ミラクレンジャー」の登場音楽、決
めポーズを題材に話し合うことで活発に自
分達の意見を出しながら話すことが出来、
グループの一体感を深め映画本編について
思い入れを深めることが出来たと思いま
す。

　　　　　�保護者の方々に別室にて事業趣旨説明と今
後のスケジュールを説明させていただくこ
とで、会議にて子どもたちは活発に意見交
換をし、保護者の方々は集中して事業に対
して理解を深めることが出来ました。

　　　　⑤�皆が力を合わせないと完成できないように
した本編で実際に使用する巨大イメージ、
カチンコ、レフ板、マークを子どもたち、
保護者の方々全員で作成することで事業参
加者の一体感を深めながら更に本編にどの
ように使用されるのか期待を持つことで完
成作品についての興味を高めることが出来
たと思います。

　　　　⑥�皆と共にチャレンジしていくヒーロー「ミ
ラクレンジャー」を使用して、実際に撮影
をすることで、更に映画撮影についての知
識を高めながら次回の事業の実際の撮影に
ついて期待を高め、参加意識の向上に繋
がったと思います。

５．事業名：�創立55周年記念事業「夢に向かって…発展編」�
〜クレ・ムービー・キッズ・プロジェクト�
クランクアップに向かって・・・〜

日　時：撮影
　　　　７月27日㈮　28日㈯　29日㈰
　　　　８月４日㈯　５日㈰　６日㈪
　　　　８月９日㈭　10日㈮　11日㈯
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　　　　10：00〜15：00
　　　　�ラストシーン撮影会�

「みんなでクランクアップ‼」
　　　　８月11日㈯　15：30〜17：30
場　所：�７月27、28、29日　８月５、６、９、10、11

日　呉ポートピアパーク�
８月４日　青蓮寺

目　的：�目標に向かって真っ直ぐに進み続ける努力と
チャレンジ精神の大切さ、共感出来る仲間の
大切さを知ってもらうと共に、『夢』を実現
したときの喜びを知ってもらい実現しようと
する意識を高めること。そして夢を実現しよ
うとする子どもたちに対する大人のサポート
の必要性を体感してもらうこと。

方　法：�呉市内小学生４〜６年生を対象に、本会の趣
旨に賛同し登録していただいた、子どもたち
と保護者と共に、呉ポートピアパーク内・青
蓮寺を使用し、実際に映画撮影を行った。

　　　　内容は下記の通りです。
　　　　①�この事業を通じて出会った「共感出来る仲

間」との更なる結束を深める事と、仲間の
顔写真を貼り、参加する都度、監督にサイ
ンをもらうなど、参加意識の向上を図るた
めにドリームノートという参加証を作成し
た。

　　　　②�９日間にわたり呉ポートピアパーク内�
（運動場、休憩室、多目的広場、住宅展示
スペース内、海沿い遊歩道スペース）と青
蓮寺本堂を使用して、映画撮影を行った。

　　　　　�子どもの詳細な役割としては、監督の補助
（カチンコ･撮影合図・演出補助）・照明（レ
フ板による自然光による照明・バッテリー
ライトによる人工照明）・美術（メイク・
小道具作成）・カメラマン・配役（エキス
トラ出演）という役割を体験していただい
た。

　　　　　�撮影の一日の流れは、以下の通りです。
　　　　　⑴ミーティング
　　　　　　ａ�．当日の撮影予定のシーンを台本を見

ながら子どもに皆の前で順番に声を出
して読んでもらう。

　　　　　　ｂ．各パートの役割の説明
　　　　　⑵撮影
　　　　　　ａ�．監督の補助（カチンコ･撮影合図・

演出補助）・照明（レフ板による自然
光による照明・バッテリーライトによ
る人工照明）・美術（メイク・小道具
作成）・カメラマン・配役（エキスト
ラ出演）を順番に子どもに各役割ごと
に数名ずつ互いに話し合いながら撮影
を行う。

　　　　　　ｂ�．休憩時に次の撮影シーンの演出など
について意見を出す。

　　　　　　ｃ�．各撮影シーンの１カット毎に参加者
の子どもに意見を聞き、皆が納得出来
るまで撮影を繰り返すようにする。

　　　　　　ｄ�．参加者の保護者、メンバーにて撮影
時の周辺の環境整備（カメラ撮影時の
見物者の整理等）と、劇中の大人の部
分のエキストラとして出演していただ
いた。

　　　　　　　�更にメンバーには共に撮影に携わりな
がらメイキングビデオの素材を撮影し
ていただき、子どもたちと共に１カッ
トごと撮影を重ねてもらいました。

　　　　　⑶当日の撮影素材のプレビュー
　　　　　　　�当日撮影したシーンを画面にて確認し

ながら意見交換を行った。
　　　　３．�撮影最終日に、参加者全員対象で最後の

カットの撮影を行い、撮影素材の撮り終
わりであるクランクアップを皆で体感し
ていただきました。

結　果：�「夢に向かって・・・」事業の中でこの発展
編は映画の完成を皆が共感出来る目標として
認識して、その完成作品の映像素材を数秒〜
１分程度のカットを繰り返し皆が協力してク
ランクアップまで撮りきるまで努力する事で
共感出来る仲間をつくり、その仲間と努力す
る楽しさを感じてもらう事が次の発展編Ⅱに
繋がる到達点であると考えておりました。ま
ず共感出来る仲間作りとして参加者同士がコ
ミュニケーションを取りやすい状況を生み出
し、更に参加意識を高めるために、コミュニ
ケーションツールとしてドリームノートを作
成しました。そのドリームノートに対して
は、事業中は受付後、このドリームノートに
貼るための写真を撮影し、その場でＡ４シー
ル用紙に顔写真を２センチ角になるように印
刷し、それぞれ写真を交換できる設営をする
ことで、そのシールを交換する姿が多く見ら
れました。互いに顔と名前を同時に覚える事
が出来、コミュニケーションを取るきっかけ
には十分活躍したと思います。

　　　　�更に監督にサインをもらうことを楽しみにし
ている子ども達も多く見られ、参加意識の向
上にも役立ったと思います。

　　　　�これからの仲間とのコミュニケーションツー
ルとしては、参加者の保護者の方から事業終
了後に暑中見舞いなどを交換したという声も
聞けたことより、これからもツールとして活
躍するのではと考えます。

　　　　�次に撮影終了時に皆でその日に撮影素材をプ
レビューする場面を設営することで完成作品
に対してイメージは持ってもらいながら、自
分達が撮影した素材を確認することで次の撮
影についてのモチベーションは上がったと考
えます。

　　　　�平均気温33度という猛暑の中、休憩を挟みな
がらですが１日４時間の撮影を行う中で、参
加者全員が、共通の目標として認識した映画
の完成に向かって力を合わせて努力して撮り
貯めても、一人でも撮影中、真剣に取り組ま
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ないと、全部が駄目になってしまうというこ
と、１カット１カットに全員の意見を取り入
れながら撮影を行うことで楽しみながらも真
剣に映画撮影に取り組み、完成作品にも期待
を膨らませ、仲間と共に目標に向かって努力
する楽しさを体験していただけたと思いま
す。

６．事業名：�創立55周年記念事業「夢に向かって…発展
編Ⅱ」　〜完成そして感動へ・・・〜

日　時：９月17日㈪　敬老の日　13：00〜15：00
場　所：シティプラザSUGIYA　４階　瑞雲　A・B
目　的：�映画製作を通じ、目標に向かって真っ直ぐに

進み続ける努力とチャレンジ精神の大切さ、
共感出来る仲間の大切さを知ることで『夢』
を実現する意識を高めること。大人たちが苦
労しながら１シーンずつ作り上げ、完成させ
て上映するという流れを体感して喜ぶ子ども
たちと接する事で、子どもたちの夢に対する
サポートする意識を高めること。

方　法：�この事業に参加していただいた子どもたちと
保護者と共に、これまで撮影してきた映画を
編集し、完成した映画とメンバーが、これま
で撮り貯めた撮影風景のメイキング映像をス
クリーンで皆と共に鑑賞出来る上映会を開催
した。

　　　　①�撮影での苦労したことや努力したことや楽
しかった仲間との思い出を、思い出すきっ
かけとしてテーブルごとにミーティングを
した後、２テーブルごとに、皆が舞台に出
てミーティングにて思い出した努力や楽し
かった事をそれぞれ舞台挨拶という形で発
表していただいた。努力や楽しかった思い
出を発表後、皆で声をそろえて保護者の
方々に子どもたちから「皆で一生懸命撮影
したので観てください」という発表も行っ
た。

　　　　②�舞台挨拶によって撮影時の思い出を振り返
り、本編への期待を高め、同じ苦労した仲
間と話すことで子ども同士が更にコミュニ
ケーションを深めた後に、これまでメン
バーによって撮り貯めた５月よりの事業風
景、実際の撮影風景の映像をメイキング映
像として放映した。

　　　　③�舞台挨拶、メイキング映像の放映によって
映画撮影というものを知り、完成に向かっ
て努力しチャレンジしながら、多くの共感

できる仲間と共に多くの時間を掛け撮影し
ていく姿を思い出し本編に対しての期待を
最高潮に高めた後本編の上映を行った。

　　　　④�本編の上映によって保護者が心の底から賞
賛できる雰囲気のなかで更に、保護者の方
からの生の声を聞き、子どもの更なる感動
への一助とするため子どもに、直接保護者
に対してのインタビューを行った。

　　　　⑤�高まった一体感と感動を更に盛り上げる為
に、物語の主人公であり、皆と共に映画作
品を作り上げてきた「ミラクレンジャー」

「バイラス」に登場してもらい、皆の思い
入れがある映画の本編の中のセリフや登場
人数の数などに関するクイズ形式のゲーム
を行った。

　　　　⑥�．これまでの苦労に対する褒章という意味
でクレ・ムービー・キッズ・プロジェクト
賞を子どもたちからの投票で選出して表彰
式を行った。また本事業の締めくくりとし
て参加者全員に修了証書授与を行った。

　　　　⑦�映画撮影において伝えた「努力とチャレン
ジ精神」、「共感できる仲間づくり」の大切
さを見るたびに思い返しその事が実際に

「夢」を叶える一助とするためメイキング
映像と本編映像を1枚のDVDとして作成し
アンケートと同時に配布した。

結　果：①�最初のミーティングでは舞台挨拶としてい
きなり舞台のうえで話してもらうより共に
苦労した仲間同士コミュニケーションを深
めると同時に仲間と話すことで自分の体験
したことを思い出し、効果的に舞台挨拶と
して体験談や苦労した事を話す一助となっ
たと思います。

　　　　②�メイキング映像の放映では、上映中に見ら
れた子どもと保護者の方々の笑顔や、本編
の上映後に見られた子どもと保護者の涙か
ら、メイキング映像を本編の先に放映した
効果は十分にあったと思います。

　　　　③�本編の上映では、3.5m×６mの大画面に映
し出される皆が撮り貯めた映像を編集した
クオリティーの高い完成作品として観るこ
とで子どもたちからも歓声が上がり会場は
盛り上がりました。

　　　　④�インタビューでは、子どもはこれまで事業
を通じて共に同じ完成という目標に向かっ
て努力してきた仲間と共に、完成作品を見
る事による達成感を味わい、保護者の方々
には子どもたちが今まで仲間と共に積み重
ねた苦労によって完成した映画を見て感動
している子どもの姿を見てサポート意識を
高めてもらいました。事業後に子どもたち
から「このようなすばらしい映画になると
は思わなかった」「撮影中は苦労したけど
このような映画になって参加してよかっ
た」と、保護者の方々からは「子どもがこ
こまで真剣にかつ楽しそうに取り組んでい
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る姿を初めて見た」「子ども主体での撮影
でこのような作品が出来るとは思ってな
かったが作品を観て感動した」等の意見を
いただいたことや、事業後の保護者の方々
と子どもたちの涙などによって十分効果は
あったと思います。

　　　　⑤�また更に一体感を増すために行った本編の
内容を使ってのクイズ形式のゲームでは、
感動して思い入れを持っていただいた本編
を題材にしたことで更に一体感を感じる一
助となったと思います。

　　　　⑥�次に、これまで保護者の方々よりの生の声
等によって賞賛をされた子どもに更に形と
して記憶に残りこれより先も楽しい思い出
として思い返すきっかけとなるように行っ
た表彰式と修了証書授与式では、修了証を
全員に渡すことで。

　　　　⑦�最後にDVDを配布することで、子どもた
ちから「日記にこの映画のことを書いたら
学校の先生から見せてくださいと言われま
した」「DVDの完成を楽しみにしていて、
それを当日、観にこられなかった祖父や祖
母に観せます」ということから大事に保存
していただいて、これから先この事業で体
感していただいた事を思い返すよいツール
になると思います。

　　　　　�後日配布したアンケートにて、目標に向
かって努力やチャレンジする過程において
共感出来る仲間の大切さは感じたかという
問いに対してはほぼ100%「はい」と言う答
えが返ってきた事や、会話の中で一生付き
合える友達が出来たという多数の意見から
も、本事業の効果は十分あったと考えます。

委員長　為敷　秀雄

　本年度、夢を感じるまち創造委員会では、‘大人の夢と
は、わがまちが子どもたちにとって住みよいまちになる事’
と仮定し、‘まちの事を考える大人を一人でも多くする事’
を目標に事業を行ってまいりました。
　その題材として、わがまち呉の象徴‘灰ヶ峰’を選択し、
事業タイトルを「７３７プロジェクト～灰ヶ峰から呉をか
える‼～」と題し１年を通して事業を行いました。
　年当初、「灰ヶ峰に呉を感じる大きなシンボルを残した
い」「そのシンボルを呉市民と共に造りたい」との思いか
らスタートしましたが、シンボルの詳細や市民の巻き込み
方等、計画を詰めていない状態で各機関との調整を行った
為、【実現不可能】という大きな壁にぶつかる事もありま
した。しかし、諦める事なく‘これで駄目ならこの方法で
どうだ’と何度も調整を行った結果、夢を実現する可能性

委員会報告

夢を感じるまち創造委員会

が出てきました。そして夢を感じるまち創造事業Ⅳを成し
終えた後、今まで頑張ってきた調整が無駄ではなかったと
凄く感じました。これが出来たのも呉青年会議所という団
体だからだと私は感じます。長い歴史があり又多くの仲間
がいます。長い歴史があるという事はそれだけの経験や実
績があり、多くの仲間がいるという事はそれだけ多くの考
えがあるという事です。一人の目標がみんなの目標になり、
不可能と思えたことでも力を合わせれば成し遂げることで
きる、ということを体験した１年でした。
　最終的には未来ボックスと称したタイムカプセルを、中
央公園に埋設する事業を行いました。未来ボックスには、
3000人超の市民が未来に向けて書いた‘一番大切な人への
手紙’を入れました。参加していただきました呉市民の方
には、一生懸命思いを込めて手紙を書いていただき、手紙
１枚１枚の重みをひしひしと感じました。3000枚という数
は呉市民全体からすると僅かではありますが、このように
熱い思いがたくさん集まれば呉を必ず変える事が出来ると
感じました。その他、事業に市民の大人の方にも手伝って
いただきたいと思い行ってまいりましたが、この点につい
ては納得できる成果を残す事は出来ませんでした。市民の
方が自然と携われるような、段階を踏んだ仕掛けづくりを
行うべきであったと感じております。これについては、こ
れからも苦悩する点であると感じました。
　今年、夢を感じるまち創造委員会が行ってきた事業に
参加していただいた市民の方には、灰ヶ峰という言葉と
７３７という数字は全員に浸透したと思います。灰ヶ峰頂
上に登った事が無い人や郵便番号と灰ヶ峰の標高が同じ事
を知らない人が多くいる事に少し驚きがありました。です
から、浸透した事でわがまち呉の事を考えた事になり、呉
を変えるきっかけになったと感じました。
　最後に事業を通じて本当に多くの方との出会いがあり、
いろんな話をさせていただきました事は私の一生の宝物で
す。これから先、このような色々な経験をして更にこんな
に熱い１年はそう何度もないと思います。これが出来たの
も私を支えてくれた中西副委員長、宋幹事、スタッフを支
えてくれました委員会メンバーのおかげであり、さらに私
の考えを実現するようにパワーをたくさんくださった理事
メンバー、事業においてお力をお貸しいただいたメンバー
の方には感謝の気持ちで一杯です。本当に１年間、ありが
とうございました。
これにて、７３７プロジェクト完結です！

事業報告
１．事業名：３月第１例会

日　時：３月６日㈫　19：20〜20：20
場　所：クレイトンベイホテル　天の間
目　的：�本年度『夢を感じるまち創造事業（仮称）』

〔スローガン〕楽しんでやろうよ。
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で呉市民に伝えたい事をメンバーに理解して
いただき、意識の統一を図る為

方　法：�まず、呉の自然、歴史、文化を写真、文字を
交えた映像を流し、当委員会が考える最終的
にこのような呉市民があふれるまちになって
欲しいというビジョンをパワーポイントを用
い説明いたしました。

　　　　�続いて各委員会、正副の中から２名参加して
いただき、夢を感じるまち創造事業Ⅰでも予
定している呉にまつわるクイズ（ご当地クイ
ズ）を実施いたしました。

　　　　�当委員会の年間の流れの説明を行い、最後に
年間通して使用するキーワード（灰ヶ峰）の
映像を流しました。

結　果：�普段何気なく暮らしながら見ている風景や感
じている歴史を映像という媒体を利用し、そ
の素晴らしさを再認識することで、呉に対し
ての理解を深めるきっかけとしました。

　　　　�各委員会対抗のクイズの場面では、楽しんで
いただける設えの中で、メンバーに夢を感じ
るまち創造事業Ⅰにおけるご当地クイズを実
施する意図を実感していただき、事業のイ
メージも理解していただけたと確信しており
ます。

２．事業名：�夢を感じるまち創造事業Ⅰ�
７３７プロジェクト〜灰ヶ峰から呉を変える
〜inみなと祭�
呉みなと祭50回記念メインイベント　ご当
地クイズ７３７

日　時：４月29日㈰　11：00〜16：00
場　所：呉みなと祭会場
目　的：�対外的には市民の呉に対する意識を変える為

に、まず呉の事をもっと知ってもらう。また
今後の事業への動員を促す為。又呉みなと祭
50回を盛り上げる為であり、対内的には市民
が集う場に参加し、積極的に活動する事、呉
を知ってもらう事で市民と共に呉に対する意
識を変える為のきっかけづくりとする。

方　法：①�最終的に市民の呉に対する意識を変える為
には、まず呉を知る事が大切であると考え、

‘知る’という観点と、今後の事業への動
員を踏まえ又呉みなと祭50回のメインイベ
ントとしてご当地クイズを行いました。

　　　　　�呉みなと祭第50回メインイベントとして、
ご当地クイズをメインステージにて約１時
間枠を使用し呉市民300名の参加で行いま

した。
　　　　　�まず、予選クイズとして○×クイズを行い

ました。予選クイズの答えを表示する方法
として、市役所壁面を利用して５ｍ四方の
テント生地のシートを垂らして表示しまし
た。

　　　　　�予選で選抜した10名にて、決勝クイズを早
押しポイント制にて行いました。

　　　　　�優勝者には呉みなと祭実行委員長より賞状
を渡していただき、予選に勝ち残った10名
の方には賞品を、参加者全員に参加賞を贈
呈しました。

　　　　②�灰ヶ峰をもっと知ってもらう為、これから
行う事業への動員を踏まえる為に、灰ヶ峰

（７３７）ゲームを行いました。ゲームに
は合計222名の方に参加していただきまし
た。

　　　　　�ゲーム内容としまして、以下の内容のゲー
ムを行いました。

　　　　　⒜�７３７グラムに挑戦〜ボウルに水を入れ
て重さを量り、７３７グラムに近くなる
ようにチャレンジしてもらいました。

　　　　　⒝�７３７揃えに挑戦〜箱の中に０から９の
数字を記載したボールを入れておいて、
７３７に揃うまで引いてもらい、何回で
そろうかを競うゲームを行いました。

　　　　　⒞�パットパットゴルフで灰が峰の頂上に見
立てた山を作り頂上に穴を作り何回で入
るかチャレンジしてもらいました。

　　　　　　�他にも、灰が峰の写真を印刷したシート
（縦２ｍ横３ｍ）を背景に記念写真を市
民の方に撮影していただき、プリントし
配布しました。また、参加者の方に、灰ヶ
峰に関するアンケートに答えていただき
ました。

結　果：①�呉のご当地クイズを行うことによって、呉
市の事をより興味をもっていただけたと実
感しております。予選クイズの解答表示方
法を市役所壁面に◦×シートを垂らす事に
より、クイズを更に盛り上げる雰囲気を醸
し出す事が出来ました。クイズ参加者以外
の観覧者にも、本事業をアピールする事が
出来たと感じております。

　　　　　�決勝クイズでありますが、問題は難しかっ
たですが、もっとわがまち呉の事を勉強し
ないといけないねという意見もあり、その
点ではわがまち呉をもっと知るきっかけと
なる効果があったと感じております。早押
し機を利用した事でクイズの雰囲気を高め
る事が出来ました。

　　　　　�クイズ参加動員については、賞品を豪華に
した事、司会者を横山雄二氏に選定した
事、当日メンバー皆様によるチラシ配布に
より、より多くの集客に繋がりました。

　　　　　�ご当地クイズの参加品をテントブースで配
布する事により、クイズ参加者をテント
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ブースへ動員出来、テントブースへの動員
効果が見込まれたと感じております。

　　　　②�テントブースのゲームですが、予想以上に
参加者が多く、盛り上がったと実感してお
ります。レポーターの方に灰ヶ峰について
話してもらい、ブースへの動員をしていた
だいた事も効果がありました。

　　　　　�ブースで行ったゲーム等を通して、当委員
会が年間を通してキーワードとしておりま
す灰ヶ峰、７３７について興味を持ってい
ただき、事業を市民にアピールできたと実
感しております。

　　　　　�灰ヶ峰から呉の風景を撮影したシートを設
置し、写真をプリント配布する事により、
灰ヶ峰の頂上に登った事のない人にも、頂
上からの風景の素晴らしさをアピールする
事が出来ました。

３．事業名：�夢を感じるまち創造事業Ⅱ�
７３７プロジェクト〜灰ヶ峰から呉を変える
〜みんなでやってみようよ！

日　時：７月〜10月
場　所：�海上自衛隊呉地方総監部、ゆめタウン呉、呉

ポートピアパーク、外
目　的：�対外的には「大切な人」をキーワードに、本

年度のまちづくり事業に対しての第一歩を踏
み出していただく為の一助とする為であり、
対内的には市民と共に考え、積極的に活動す
る事で呉に対する意識を高め、創立55周年記
念事業を実現する一助とする事。

方　法：�10年後に向けて一番大切な人へのメッセージ
の募集を‘突撃７３７’と称して、灰ヶ峰か
ら呉のまちを撮影し印刷したシートを使用
し、参加者にシートを背景にして撮影してい
ただき、ハガキに撮影画像を印刷し、余白に
メッセージを記載していただきました。参加
していただける団体や各種イベント会場にパ
ソコン、プリンターを持ち込み、実施しまし

た。実施日を以下に記します。
　　　　①�７月28日呉海上花火大会の時に海上自衛隊

呉地方総監部の敷地を利用させていただき
まして、テントブースを設置し、302名の
参加者により実施しました。

　　　　②�９月23日ゆめタウン呉正面入り口にブース
を設置し、156名の参加者により実施しま
した。

　　　　③�10月21日㈰呉ポートピアパーク入口付近に
てテントブースを設置し、210名の参加者
により実施しました。

　　　　　�上記①②③の他、７月から呉市教育委員会、
呉市小学校校長会への説明を経て、呉市内
全小学校に案内を送付し、参加依頼を促し
ました。案内送付以外にも直接小学校に伺
い、説明を行い、参加依頼を促し、10校の
小学校に参加していただきました。その他
中学校１校、５つの保育園、幼稚園に参加
していただきました。

　　　　　�又、①②③等で参加していただいた方から
幼稚園、保育園のイベント、子育て支援セ
ンター、子育て支援サークル等を紹介して
いただきまして、参加していただきました。

結　果：�参加していただいた方にはまず、一番大切な
人へのメッセージを書いてもらう意味合いを
理解していただき、徐々に反響を呼び、参加
者が広まっていきました。又、幼稚園、保育
園、小学校等では、ＪＣメンバーが主で行う
のではなく、親や職員の方が主になって実施
していただいた事は当委員会が考えていた積
極的に何か行動してみようという効果が得ら
れたと感じております。

　　　　�灰ヶ峰から呉のまちの景色を印刷したシート
を常に使用した事により、灰ヶ峰頂上へ登る
事が出来る事、頂上からの眺めが素晴らしい
事、灰ヶ峰の標高と郵便番号が同じ事等わが
まち呉のシンボルであります灰ヶ峰を参加者
全員に浸透する事が出来ました。この点につ
いて、灰ヶ峰を通じて、わがまち呉をもう一
度見直し考える機会を与える事が出来たと感
じております。

４．事業名：8月例会

日　時：８月６日㈪　19：20〜20：20　
場　所：クレイトンベイホテル　天の間
目　的：�対外的には創立55周年記念事業で行うことを

メンバーに理解していただくことにより、創
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立55周年記念事業に向けて参加していただく
市民の方々に当委員会の思いをより理解して
いただく為メンバーの意識統一を深め、事業
を成功に導く。

方　法：�まず最初に本年度、当委員会がこれまでに行
いました事業をまとめた映像を流しました。
続いてみなと祭で市民参加者に記入してもら
いました灰ヶ峰に関するアンケート結果を発
表しました。その後これまでの経緯と今後の
方向性を寸劇にて、表現致しました。次に実
例紹介として市民を巻き込んだ事業を行って
いる室蘭市の例を紹介しました。

　　　　�突撃７３７の説明として収集致しましたハガ
キを一部紹介し、実際にメンバーにもハガキ
にメッセージを書いていただき、内容説明、
ハガキ参加者動員お願いを致しました。

　　　　�最後に当委員会が本年度、事業を行う事でこ
の先どのような市民が増えて欲しいのかをフ
ローチャートを用い、説明致しました。

結　果：�前半部分では、本年度、当委員会の目指して
きた事や結果をわかりやすく報告すること
が出来ました。そして後半部分では、突撃
７３７を実際にメンバーに参加してもらうこ
とにより、さらに理解を深めていただくこと
が出来たと確信しています。最後に行いまし
た委員会の決意表明により、これまでの経緯
や当委員会が行う今後の事業に対してもメン
バーの理解や賛同をいただけたものと感じて
おります。

５．事業名：�創立55周年記念事業�
737プロジェクト〜灰ヶ峰から呉を変える
〜思いを形にしようよ

日　時：11月11日㈰　10：00〜15：10
場　所：呉中央公園、灰ヶ峰頂上
目　的：�本事業に参加し、呉の新しい特色を生かした

まちづくりを行い、活動する事で、わがまち
呉への意識を高め、夢を感じるまちを創造す
るきっかけとする為。

方　法：�これまで実施した突撃７３７で集まった市民
に書いてもらった大切な人への手紙を未来
ボックス（タイムカプセル）に入れて、呉中央
公園に埋設しました。事業当日も突撃７３７
を実施し、ハガキ参加者を募集しました。

　　　　�ハガキを未来ボックスに入れる作業、未来
ボックスの蓋を閉める作業、未来ボックスを
埋設場所に運ぶ作業を参加いただいた市民を

　　　　中心に行いました。
　　　　�未来ボックス埋設場所に土を入れる作業は、

参加市民全員によるバケツリレーを実施し、
行いました。その後、埋設場所に設置する石
碑の披露を行い、参加者全員による７３７の
文字を人文字にて作成、最後に本事業のタイ
トル‘７３７プロジェクト〜灰ヶ峰から呉を
かえる〜’が印字された風船を全員で飛ばし
ました。人文字と風船飛ばしにつきましては、
写真撮影しました。

　　　　�又、中央公園の事業と並行して灰ヶ峰頂上に
て、ダンボールで作成した７３７の文字（縦
20ｍ横25ｍ）を設置しました。灰ヶ峰頂上の
文字については、ラジコン飛行機にて写真撮
影を行いました。

　　　　�尚、石碑について、事業当日は披露のみとし、
事業翌日から設置作業を業者により行いまし
た。石碑の裏側には頂上シンボル写真、人文
字写真は写真をフレームに入れて設置しまし
た。

結　果：�最初に本事業を実施した思いを話させていた
だいた事により、参加していただいた方には
目的を理解していただき、本事業に臨んでい
ただけたと感じています。全ての作業につい
て市民に積極的に携わっていただいた事によ
り、より一層思いを込めて事業に参加してい
ただけたと思います。大人の関わりでありま
すが、事前準備の風船作成等の手伝いに一部
でありますが、参加いただけた事は良かった
と感じております。

　　　　�呉市内どこからでも見える灰ヶ峰頂上に
７３７シンボルを設置した事により、中央公
園の事業に参加していただいた市民以外に
も、見ていただく事が出来、当日は何の為に
設置したのか伝える事が出来ませんでした
が、青年会議所のホームページ等を見ていた
だき、本事業の思いを伝える事が出来たと感
じています。参加者から‘私も積極的に何か
行動してみようという気持ちになった’とい
う言葉がありました事は私たちが呉の為に何
か行動しようと頑張っている気持ちが伝わっ
た結果だと感じました。又、頂上シンボルに
ついても、‘シンボル設置時間が半日ではもっ
たいない。何日か設置するべきだ。シンボル
のようなものがあると呉が元気になる’とい
う意見や事業後の反響を確認する事が出来た
今、シンボルのような分かりやすくインパク
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トのあるものがまちを元気にする事が出来る
のだと感じました。又、このシンボルを市民
と共に作成出来れば、もっともっとまちは元
気になると思います。灰ヶ峰は呉のどこから
でも見える場所であります。常に見える場所
にまちを簡単に表すものを設置する事は市民
の気持ちを元気に出来る等変える事が出来る
と感じました。事業タイトルにもありますよ
うに灰ヶ峰から呉をかえる事が出来ると感じ
ました。
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　本年度、みんなが輝く会員拡大室では、文字通り「社団
法人呉青年会議所会員の拡大」を最大の目的として、１室
１委員会という例年にはない、特化した運営形態で活動し
てまいりました。そしてその理念として「不言桃李 下自
成蹊」をかかげ、まず自分たちを磨き、魅力ある団体を構
成する人としての基本を身につけていくことを念頭にお
き、仮入会員の指導と現役会員への啓発を行い、かつ、年
間を通しての会員拡大運動の構築を目指してまいりまし
た。

　１年間を振り返って考えてみますと、「会員の拡大運動」
については、結果として、実際に年間を通しての会員募集
システムとして完成させるには至りませんでした。構想と
しては、まちづくり事業と連携しながらリーフレット等を
利用して、社団法人呉青年会議所の存在とその意義を広く
アピールしながら募集を行う。また、年間を通してメン
バーの意識を喚起し、そこから得られる情報をしっかりと
管理して、次へと繋げていくシステムを構築することでし
たが、主に全メンバーを巻き込んだ会員拡大の意識の維持
や、情報の管理といった面において問題点を残してしまい
ました。
　しかしながらその中においても、本年度は大之木委員長
率いる会員拡大委員会メンバーの活躍と、現役メンバーの
皆様、特別会員の皆様のご協力により、12名の気品ある新
入会員を迎えることが出来ました。そして、魅力ある社団
法人呉青年会議所会員となるために必要なことについて、
委員長が悩み、時には回り道しながらもブレることなく、
最後まで信じる道を走り抜けることが出来たのではないか
と感じております。
　ただ、それは当然ながら平坦な道のりではありませんで
した。委員長をはじめ、スタッフ、委員会メンバーにとっ
て大変な修練を強いたこともあり、室長としての力不足を
痛感する場面もございました。しかし、だからこそ、委員
会として非常に盛り上がり、結束して課題に立ち向かい、
行動し、結果を得られたことは、社団法人呉青年会議所だ
からこそだと、会員拡大委員会をはじめ、ご協力ください
ました全メンバーの皆様に感謝を申し上げます。

　最後に、数え切れないほど何度も相談し、膨大な時間を
共にした岡本副理事長、どんな場合でも室長である私を信
じ、立ててくださった大之木委員長、悩んだときに快く相
談に乗ってくださいました４名の室長の皆様に格段の謝意
を表して、室長報告とさせていただきます。

委員長　大之木伸行

　2001年度以降社団法人呉青年会議所の会員は減少傾向が
続き、現在会員数100名を下回っております。そうした現
状に陥った原因として、経済環境面に於いては地域間によ
る格差社会、大手優位経済政策による厳しい経済環境、ま
た心の面に於いては、郷土愛を失った青年の増加による利
他の精神の欠落など、市場原理主義の蔓延に伴い、いつし
かこのまちや地域への関心が乏しくなったことが上げられ
ます。
　そうした状況下、本年度「会員拡大委員会」委員長を拝
命した年当初、私は、スローガンに「則天去私」〜気品あ
る人に〜を掲げ、会員の拡大は質的拡大なくして量的拡大
はない、と豪語してまいりました。気品とは、自分の欲を
抑え、相手の立場に立って行動できる人であり、そのうえ
で自分自身に自信をもって毅然たる姿勢に徹していくこと
が出来る人である。そして自分以外の誰かの為に、常に思
いやりの心を大切に行動できる者こそが気品ある人であ
る、と定義付けました。そうした理念の下、本年度12名の
新入会員を迎えることとなり、彼らには青年会議所の日常
生活の場を通じて、個人個人がよりよく開発していく中で、
より優れた市民、職業人となり、市民社会の中においてさ
らに必要とされる気品ある人になってもらいたい、そうし
た人々が集う団体となる事でＪＣの魅力も増し、さらなる
会員の拡大に繋がるものである、との思いで一年間様々な
事業を展開してまいりました。
　しかし一方で各種事業を開催するにあたり、メンバーの
方々には幾度と無く助けていただき、ＪＣの素晴らしさを
体感することができ、本年ほど三信条（修練・奉仕・友情）
の意味深さを痛切に感じた年はありませんでした。本年委
員長である私が一番気づきを得、成長させていただく１年
であったと、感謝の気持ちで一杯であります。このご恩を
一生忘れることなくこれからの人生に生かし、さらにＪＣ
活動に邁進し、自分以外の誰かの為に行動していく所存で
あります。
　最後に、本年ご指導をいただいた、清水理事長以下理事
メンバーの方々、そして当該室ラインとして多大なるご尽
力をいただいた岡本副理事長、馬場室長、そして私を陰な
がら支えてくれた鍵本副委員長、河部幹事、委員会メンバー
である、青山さん、勝谷さん、白川さん、三宅くん、増木
くん、浜村くん、田尻くん、藤井くん、一年間本当にあり
がとうございました。心から感謝いたします。

委員会報告

室長報告 会員拡大委員会

みんなが輝く会員拡大室

みんなが輝く会員拡大室

室長　馬場　泰裕

〔スローガン〕則天去私〜気品ある人に〜
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事業報告
１．事業名：新入会員の募集
日　時：年間を通じて
目　的：社団法人呉青年会議所の会員拡大

方　法：�紹介や会員拡大事業開催を通じて勧誘を行う
結　果：�12名の新入会員確保と次年度へ繋がる入会候

補者の情報入手

２．事業名：2007年度新入会員募集用リーフレット作成
日　時：年間を通して
場　所：特定多数
目　的：�（対外）呉青年会議所活動の内容をより解り

易くし、募集活動を円滑に遂行する事を目的
とする。

　　　　�（対内）呉青年会議所を始めとする青年会議
所運動の内容説明を端的にまとめ、リーフ
レット形式でツール化する事により、より多
くの会員による募集活動の啓発を目的とす
る。　

方　法：�製作部数2000部。当募集要項を利用し、会員
拡大に従事、一年間募集活動を実施した。

　　　　�メンバーには一人４部配布。また、各委員会
事業でも市民に配布した。

結　果：�12名の新入会員を確保することができ、現役
会員の候補者募集に対する意識を向上するこ
とが出来た。

３．事業名：１月第２例会　「則天去私〜気品ある人に〜」

日　時：平成19年１月22日㈪　19：20〜20：20
場　所：クレイトンベイホテル　天の間
目　的：�（対外）社団法人呉青年会議所会員が拡大し、

年間を通して事業展開していくことで、地域
社会及び市民の方々に「まちづくり、ひとづ
くり」の意義を考えていただく機会を増やす
ことができ、それが明るい豊かなまちづくり
へと繋げていくため。

方　法：�会員拡大委員会としての役割、全メンバーが

会員拡大を推進すべき必要性について、プレ
ゼンテーションを行った。

結　果：�年間を通じてメンバー全員による会員拡大運
動の必要性や、一人ひとりが今以上に気品あ
る人となり、ひいては品格のある団体になる
ことが最良の会員拡大となることを認識し、
拡大運動に喚起を促すことができた。

４．事業名：�会員拡大事業PartⅠ「Join with us !」�
呉を愛する若者たちへ

日　時：2007年２月28日㈬　19：00〜20：09
場　所：クレイトンベイホテル
目　的：�（対外）ＪＣで学んだこと、ＪＣだからこそ

出来た事業について会員の講話などで、入会
への動機付けを行なう。

方　法：�例会形式にて、新入会員募集並びに青年会議
所の活動、事業の紹介を行い、社団法人呉青
年会議所の一端を垣間見ていただいた。また、
我々の活動趣旨、理念をご理解いただく為に、
理事経験者によるパネルディスカッションを
行った。

結　果：�32名の入会候補者にはＪＣ活動の歴史や社団
法人呉青年会議所の雰囲気を感じ取っていた
だき、入会決意への一助とすることが出来
た。また、パネルディスカッションにおいて、
ＪＣ活動に対する情熱を感じていただき、複
数名がその場で入会を決意されることとなっ
た。

５．事業名：2007年度入会申込者面接

日　時：2007年３月15日㈭　18：30〜20：30
場　所：クレイトンベイホテル
目　的：�入会候補者に社団法人呉青年会議所が厳粛な

団体であることを認識していただき、且つま
ちづくりに対する意識の向上を図る。そして
志の高いメンバーが増えることにより、明る
い豊かなまちづくりにさらに貢献することが
できる。
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方　法：�入会申込者による3分間スピーチの実施、並
びに審議委員会による質疑応答形式にて面接
を行った。

結　果：�厳粛な雰囲気の中で審査を進めることができ
た。

６．事業名：2007年度仮入会員オリエンテーション

日　時：2007年３月29日㈭　19：00〜20：10
場　所：ビューポート呉「きんろうプラザ」大会議室
目　的：�（対外）仮入会員に青年会議所活動の概略、

基礎知識を学ばせ周知することにより、いず
れ呉の明るい豊かなまち創造に寄与できる人
となることを目的とする。

方　法：�日本ＪＣが作成した「新入会員開発マニュア
ル」を利用し、委員会メンバーを中心に教授
した。

結　果：�仮入会員には青年会議所とはどういう組織形
態で何を目的とした団体であるのか、また社
団法人呉青年会議所が如何に歴史と伝統ある
団体であるかを理解してもらった。

７．事業名：�第１回仮入会員セミナー�
「気づき」　〜気品とはなにか〜

日　時：2007年４月21日㈯　19：00〜21：00
場　所：シティプラザSUGIYA　2階和室
目　的：�市民や地域社会と共感し、「夢」にむかって

積極的に活動（チャレンジ）できる社団法人
呉青年会議所会員を育成し、市民と共に「夢」
を共感し、明るい豊かな社会を創る為。

方　法：�「気品とは何か」をテーマにその心得について、
㈱インタナショナル・アイ　代表取締役　山
﨑武也先生をお招きしご講演いただき、講演
終了後に質疑応答を行った。また仮入会員に
は当該セミナーにて気づいたこと、今後青年
会議所活動における心意気を手帳サイズ用紙
に記述し、一人ずつ発表した。

結　果：�社会生活において一人ひとりが相手を思いや
り、規律規範に準じて、気品ある行動するこ

とが如何に大切であるかに気づくことができ
た。

８．事業名：�第２回仮入会員セミナー�
「学び」〜気品の体得〜

日　時：2007年５月�26日㈯　12：45　�
〜　27日㈰　11：30

場　所：宮島・大聖院ほか　
目　的：�気品ある社団法人呉青年会議所会員となり、

市民と共に「夢」を共感し、明るい豊かな社
会の創造に寄与する人財を育成する場とし
て、青年会議所ならではのセミナーを通じて
同期の絆を深め、メンバー同士が固く結束す
ることで、市民と共に「夢」を共感し、明る
い豊かな社会を創る為。

方　法：�宮島は大聖院にて１泊２日の合宿セミナーを
開催。宮島町内にてクリーンキャンペーンを
行いながらオリエンテーションを実施。真言
宗御室派大本山大聖院、吉田正裕御住職様に
よる法話をいただき、その後居酒屋の青春を
開催。明早朝には弥山登山、下山後は護摩行、
火渡り行など荒行を実施した。

結　果：�「気品の体得」として、座学だけではなく、
五感で感じる荒行を通じ、自分以外の誰かの
為、如何なる状況であっても常に相手を思い
やることのできる人となる機会を得ることが
出来た。
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９．事業名：第３回仮入会員セミナー　〜心に刻む〜

日　時：2007年８月22日㈬　19：00〜21：00
場　所：きんろうプラザ　２Ｆ大会議室
目　的：�（対外）市民や地域社会と共感し、明るい豊

かなまちの創造に寄与する。
　　　　�（対内）仮入会員が、相手を思いやり自分以

外の誰かの為に行動する大切さを習得するの
と同時に、明るい豊かなまちの創造に寄与す
る気品ある人となる為の新たな起点とする。

方　法：�ＰＩＰプログラムとして、フリーディスカッ
ション形式「Be Thoughtful」、及びチームビ
ルディング「自分以外の誰かの為に」を実施
した。最後に「思いやりの心とは」と題し、
ある子供が残した遺言状を朗読した。

結　果：�まちを思い、相手を思いやり自分以外の誰か
の為に行動する事の大切さを習得していただ
いた。

10．事業名：10月例会（仮入会員担当例会）

日　時：2007年10月９日㈫　19：20〜20：20
場　所：クレイトンベイホテル　３Ｆ　天の間
目　的：�（対外）当該事業を通じて常に相手をおもい

やる気持ちの大切さを実感し、おもいやり
溢れるまちづくりに貢献できるJayceeを育成
し、明るい豊かなまちづくりに寄与する。

方　法：�ＧＯＧＯ意志会12名にて「思いやり溢れるま
ちの創造」と題し、例会にてプレゼンテーショ
ンを行った。主たる内容は島嶼部過疎地域の
交通手段・観光客の船上移動・若者のレジャー

誘致という観点から「おもいやりの航路」の
設立を行い、呉の魅力を提唱した。

結　果：�本事業の開催を通じて、何故ＪＣには三信条
があるのか、その意味を理解してもらえるこ
とができた。また、事業の企画立案、実施を
通して大いなる成長を促すことができた。

11．事業名：�会員拡大事業　Join With us PartⅡ
日　時：2007年11月20日㈫　19：00〜19：45
場　所：クレイトンベイホテル　１Ｆソーニョ
目　的：�（対外）一人でも多くの市民と共に明るい豊

かな社会の実現為に同志を見つけ、青年会議
所を紹介すると同時に、我々の活動趣旨、目
的を理解していただき会員の拡大を図る。

方　法：�和やかな雰囲気の中で、呉市在住の青年経済
人を中心にお招きし、社団法人呉青年会議所
の事業紹介並びにまちづくりの楽しさなどに
ついてプレゼンテーションを行った。

結　果：�社団法人呉青年会議所の活動趣旨、目的を理
解していただき、来年度以降への入会意欲を
向上することが出来た。
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　一室、一委員会である2007年度、みんなが輝く発信室で
は、菅波委員長率いる ｢呉の力発信委員会｣ のビジョン達
成を力添えすべく ｢次代への行動｣ をスローガンに邁進し
て参りました。
　「過去は現在の原因であり、未来は現在の結果である」
この言葉にあるように、我々には先輩諸兄から受け継いだ
ものを大切に育み、そしてそれを後世に受け渡していく義
務があると同時に、これからの未来に通じる新しい試みが
必要になります。
　菅波委員長は、『呉の力』とは『歴史ある郷土を大切に
思い、市民と共によりよい未来を構築する力』であると定
義付け、単に我々の誇りある活動のみならず、呉地域の魅
力を積極的かつ効果的に情報発信できる仕組みづくりと、
受信機能を強化して受発信を繰り返すことの重要性に着目
し、我々と市民の総合力での広報活動を追求しました。
　ホームページというデジタル媒体、広報誌『くれのちか
ら』という紙媒体、そして、独自のコンテンツを創出した

『海道をゆく』の冊子作成。また『呉の魅力』を世界に問う、
ブース出展等、一連の『創立55周年記念・呉の力発信事業』
を成功に導きました。
　それらの成功は、単にやってよかったという達成感に留
まらず、『明るい豊かな社会の実現』という本来の活動目
的に即したものであり、更には我々の存在意義にも踏み込
む、すばらしい成果でありました。
　次年度以降も、私的なエゴや自己中心的な尺度ではなく、
公共心とも呼ぶべき気高い価値観を基準に、『歴史ある郷
土を大切に思い、市民と共によりよい未来を構築する力』
を醸成し続けることを願って止みません。
　最後になりますが、小生にこの大役を任せていただき、
常に共感していただきました正副役員の方々、次代を見据
えたビジョン提示、強力なリーダーシップを発揮された菅
波委員長、そして、委員会スタッフ、メンバーの皆様方の
献身的な協力をもって無事１年間を終えることができまし
たことを心より感謝申し上げまして、報告とお礼に替えさ
せていただきます。

委員長　菅波　好人

　創立55周年、社団法人日本青年会議所会頭輩出という
2007年度において、呉という地域社会の先導者である社団
法人呉青年会議所の広報、渉外を担当する委員会として何
をなすべきか。社団法人呉青年会議所の活動はもちろんの
こと、「呉というまち」の魅力を全国へ、そして世界へと
発信できる千載一遇のチャンスではないか。このような議
論から呉の力発信委員会の一年の幕が切っておとされまし
た。
　わが国では、物質的な豊かさを追求し続ける一方、日本
民族が古来より培ってきた精神性の荒廃が確実に進行。祖
国愛の喪失や東京一極集中の加速に伴い、各地において祖
国愛の原点である郷土愛も希薄になっております。このよ
うな時代背景にあって、呉という地域社会のよりよい未来
を築いていく上でその原動力となる「郷土への愛着と誇り」
を市民の皆さまに定着させていくためには、まずもって
我々自身が「呉というまち」の歴史を知り、「呉というまち」
の魅力を考え、広く伝えていく責任があるのではないか。
　以上のような議論の結果、呉の力発信委員会では、確立
すべき『呉の力』を「歴史ある郷土を大切に思い市民と共
によりよい未来を構築する力」であると位置づけました。
そしてこの『呉の力』確立を推進するため、『共感』とい
うテーマのもと、社団法人呉青年会議所の活動を伝えるだ
けの広報ではなく、「呉というまち」そのものの発信者で
あるべきこと、さらに一方的な情報発信だけではなく、受
信機能を強化して受発信を繰り返すことの重要性に着目
し、年間事業を展開してまいりました。
　一年間を貫くホームページというデジタル媒体、広報誌

「くれのちから」という紙媒体を「連動性ある車輪の両輪」
として最大限に機能させ、両者においてあらゆる事業の中
核となる『海道をゆく』と『呉の魅力』という独自のコン
テンツを創出。市民の皆さまと共に考える「呉のまち」そ
のものを最大の武器としたことで、一連の『創立55周年記
念・呉の力発信事業』が一定の成果を得ることができたと
考えます。
　これら一連の事業におきましては、社団法人呉青年会議
所メンバーや呉市民の皆さまからの多大なるご理解とご協
力を賜ることができました。この皆さまのお力そのものを
呉の力発信委員会の駆動力とすることができたことが、あ
らゆる困難を乗り越え、躊躇なく全ての事業を貫けたこと
に繋がったと考えます。一年間、本当にありがとうござい
ました。

室長報告 呉の力発信委員会

みんなが輝く発信室

みんなが輝く発信室

室長　児玉　嘉則
委員会報告

〔スローガン〕至誠而不動者未之有也
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事業報告
１．事業名：2007年度ホームページ作成・管理・更新
日　時：2007年度年間を通じて
場　所：全国へ発信
目　的：�社団法人呉青年会議所とはどのような組織で、

何を目指し、どう行動しているのかを広く公
に対しわかりやすく伝えると同時に、呉の魅
力を全国に発信する。

方　法：�基本資料として、理事長所信・基本方針・ス
ローガン・組織図・事業計画・委員会・出向者・
ディスクロージャー・新入会員募集ページ等
を掲載しました。また、更新スケジュールに
則り毎月２回（基本的に11日と26日）、年間
24回更新。理事長からのメッセージ「WIRED
な日々」全70回を始めとして、事業告知（応
募用紙の掲載含む）、事業報告（例会、大会
関係含め全50件）、日本ＪＣページ（各種大
会などを中心に全16件）、呉ＪＣの歴史ペー
ジ、「海道をゆく」全60話、「呉の魅力」絵画
部門と書部門の募集及び発表、広報誌「くれ
のちから」No.１〜No.４、「発掘！！呉遺跡」、

「市民からの手紙」等を掲載しました。
結　果：�基本資料により、社団法人呉青年会議所がど

のような組織で、何を目指して事業を展開し
ているかを広く公に発信できました。また、
毎月２回の確実な更新により、組織全体の方
向性や６委員会が展開する具体的な事業内容
をリアルタイムに漏れなく公に発信し、青年
会議所活動に対するご理解、事業に対す参加
意欲の向上や動員に繋げることができまし
た。また、「海道をゆく」や「呉の魅力」と
いう独自のコンテンツを掲載することによ
り、全国に対して呉の魅力を伝えると同時に、
市民のまちに対する愛着や誇り、意識向上に
繋がる等、年間を通じて「呉の力」確立推進
の柱となりました。

２．事業名：広報誌「くれのちから」作成
日　時：１月、４月、８月、12月
場　所：�特別会員、現役会員、関係各所、呉市民へ配

送、配布
目　的：�呉市民及び関係諸団体に対して、呉地域の美

しさと社団法人呉青年会議所の誇りある活動
を効果的に伝える。

方　法：�Ａ３見開き冊子形式（Ａ４白黒４ページ、
SKコート紙）の広報誌を年間４回作成し、
広く呉市民を対象に１月、４月、８月、12月、
それぞれ10日発行にて、現役会員、特別会員、
関係各所、呉市内自治会、市内飲食店、ホテ
ル、ガソリンスタンド、美容院、医院へ発送、
配布しました。各自治会に対しては、呉市内
全域を網羅する10万世帯に行き渡るべく回覧
依頼を実施しました。４回を通じて社団法人
呉青年会議所の事業内容紹介及び告知、「海
道をゆく・総集編」、「呉の魅力絵画・書」の

募集及び発表を主な内容としました。
結　果：�ホームページというデジタル媒体だけではな

く、実際に手にとって読むことができ、身近
に感じられる紙媒体の広報活動を展開したこ
と、とりわけ新生呉市全域を網羅する全自治
会への回覧要請を実施したことで、広範囲の
市民の皆さまに社団法人呉青年会議所という
組織や活動に対する愛着やご理解に繋げるこ
とができました。また、「海道をゆく」や「呉
の魅力」という市民と共に呉の歴史や魅力を
考えていくといったスタンスのコンテンツを
毎回掲載したことで、市民のまちに対する愛
着や誇り、意識向上に繋がるなど、「呉の力」
確立推進の柱となりました。

３．事業名：�創立55周年記念・呉の力発信事業Ⅰ�
〜誇りあるバッジ・法被作成〜

日　時：年間を通じて
場　所：社団法人呉青年会議所が行う事業の中
目　的：�社団法人呉青年会議所を身近に感じて活動に

対する理解を深めていただくと同時に、呉地
域への自信と誇りをより高めていただく。

方　法：�創立55周年記念バッジ3,000個、新法被を120
着作成しました。

結　果：�存在感あるバッジを身につけることにより、
全会員が創立55周年であることを常に意識
し、創始の理念と未来への責任を実感できた
と同時に、外部に対して55年という歴史ある
団体であることを強力に発信しました。また、
新デザインの法被は、４月以降の各種事業に
おいて、呉のまちと社団法人呉青年会議所の
存在をアピールする重要なアイテムとして定
着しました。

４．事業名：３月第２例会　〜呉の力とはなにか〜

日　時：３月19日㈪
場　所：クレイトンベイホテル３階　天の間
目　的：�当委員会が考える「呉の力」とはなにか、「呉

の力」確立には一方的な情報発信のみならず、
受発信を繰り返すことが必要であることをメ
ンバー全員に周知し、今後世界を舞台に展開
する事業に対する全面的な協力を引き出す。

方　法：�「海道をゆく」紹介映像の上映後、受発信を
繰り返すことが「呉の力」を確立させ、市民
意識変革と数多くの市民を巻き込んだまちづ
くり運動に繋がるメカニズムについてのプレ
ゼンテーションを実施しました。さらに漫才
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や大喜利大会により、受発信の難しさ、面白
さ、大切さを体感いただいた上で、今後展開
予定の事業、とりわけ直近の「呉の力発信事
業Ⅱ」について詳しく説明しました。

結　果：�「呉の力とはなにか」を伝えたことで、青年
会議所活動を発信するだけでなく、市民を代
表して「呉のまち」を発信すべきこと、一方
的な情報発信だけでなく、受発信を繰り返す
ことが「呉の力」確立に繋がることをご理解
いただけた事により、１年間世界を舞台に展
開する「呉の力発信事業」へのメンバーの積
極的な協力に繋げることができました。

５．事業名：�創立55周年記念・呉の力発信事業Ⅱ�
〜アジアの海道をゆく・台湾へのみち〜

日　時：６月２日㈯
場　所：�JCI−ASPACチュンリー大会ジャパンナイト

会場（中国文化大学体育館）
目　的：�世界に誇りうる「呉の魅力」と社団法人呉青

年会議所の活躍を発信すると同時に、その反
響を的確に受信し、フィードバックすること
で、「呉の力」を確立し、市民意識変革と数
多くの市民を巻き込んだまちづくり運動推進
に繋げる。

方　法：�台湾にて開催されたJCI−ASPACチュンリー
大会において２ブースによるブース出展事業
を開催しました。呉発祥のけん玉などにより
多くの外国人をブースに集めつつ、創立55周
年記念バッジや呉名物「ショーン煎餅」、呉
市観光案内（英語版）を配布しました。ブー
ス壁面には、１月より広報誌「くれのちから」
やホームページで募集した「小学生が呉の魅
力を表現して描いた絵」を展示。さらにご応
募いただいた105作品全てに対して外国人来
場者からメッセージを受信することに成功。
全てを翻訳した上で呉市役所に展示後、絵を
描いてくれた子ども全員にお届けしました。

結　果：�海外において、呉の小学生が描いた呉の魅力
という新しい切り口から呉のまちを積極的に
発信したことで、数多くの外国人来場者に呉
というまちを身近に感じていただくことがで
きました。さらに、全てのメッセージを翻訳
してご応募いただいた皆さまにお伝えしたこ
とにより、呉の未来を担うべき子どもたちの

「郷土への愛着と誇り」、「呉の力発信・受信
の主体者であることの自覚」にまで繋げるこ
とができ、「呉の力」確立を大いに推進しま

した。

６．事業名：９月例会　〜呉の力確立にむけて〜
日　時：９月３日㈪
場　所：クレイトンベイホテル３階　天の間
目　的：�これまで展開してきた事業の検証により、受

発信を繰り返しながら「呉の力」を確立させ
ることの大切さと「呉の力」確立こそが市民
意識変革とより多くの市民を巻き込んだまち
づくり運動に繋がることをより深くご理解い
ただき、今後展開される一連の「呉の力発信
事業」に対するご協力を引き出す。

方　法：�「呉の力」確立のメカニズムを再度説明した後、
６月に開催された「呉の力発信事業Ⅱ」と「海
道をゆく」の徹底検証を実施。続いて、吉田
松陰を主人公とする衝撃の問題作「幕末受発
信伝説」を公開し、三原、帯広、アンタルヤ
で開催予定の「呉の力発信事業Ⅲ〜Ⅴ」につ
いて紹介しました。

結　果：�後半戦への突入にあたり、前半展開してきた
各種事業の徹底検証（横軸的プレゼンテー
ション）に加え、明治維新の思想的原点とさ
れる吉田松陰の受発信活動を寸劇で表現する

（縦軸的プレゼンテーション）といったよう
に、縦横両軸から「受発信の大切さ」を深く
浸透させることができました。一方、折に触
れ、呉の力発信委員会メンバーだけでなく、
社団法人呉青年会議所メンバー、呉に住まう
市民の皆さまこそが呉の力発信・受信の主体
者であるべきことを訴えた上で、今後の事業
案内を実施したことで、更なるご協力に繋げ
ることができました。

７．事業名：�創立55周年記念・呉の力発信事業Ⅲ　�
〜広島の力とはなにか〜

日　時：９月９日㈰
場　所：�本郷生涯学習センター・安浦歴史民俗資料館・

安浦港
目　的：�広島ブロック会員大会に参加したうえで地域

を視察し、「広島の力」を学び、呉の地に伝
えることで、当委員会が提唱する「呉の力」
確立を図り、市民意識変革運動とより多くの
市民を巻き込んだまちづくり運動を推進す
る。

方　法：�広島ブロック会員大会三原大会（大会式典・
分科会・大懇親会）にメンバーが参加しやす
い環境を整備すべくバスツアーを企画。安浦
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信しフィードバックすることで、「呉の力」
確立を推進し、市民意識変革と数多くの市民
を巻き込んだまちづくり運動に繋げる。

方　法：�トルコ共和国にて開催されたJCI世界会議ア
ンタルヤ大会においてブース出展事業を開
催。創立55周年記念バッジや社団法人呉青年
会議所独自の英語版パンフレット「POWER 
OF KURE」を配布。４月より広報誌「くれ
のちから」やホームページで募集した「呉
市民が呉の魅力を俳句で表現して描いた書」
102作品の展示を実施しました。メインイベ
ントとして開催した「書道大会」では、外国
人来場者に「呉」「椿」「海」「大和」「侍」「お
もいやり」といった呉ゆかりの書を書いてい
ただきました。さらにアンタルヤでの取材
を踏まえた「海道をゆく」1,200部を製本し、
市役所を始めとする関係各所、呉市内小中高
等学校、呉市内図書館などに配布しました。

結　果：�「書道大会」の大反響でジャパンナイト終了
まで行列が絶えない状況を創り出してブース
を大いに盛り上げ、書を書いていただいた無
数の外国人来場者に「呉のまち」を身近に感
じていただきました。また、創立55周年記念
バッジや「POWER OF KURE」の配布や書
の展示を通じて、呉のまち、社団法人呉青年
会議所の歴史や魅力を遺憾なく伝導できまし
た。さらに「海道をゆく」の製本、配布活動
を通じて、市民に今一度、悠久の歴史に秘め
られた呉の魅力を見つめ直していただき、郷
土への愛着と誇りを高めていただくことに繋
がり、「呉の力」確立を大いに推進しました。

歴史民俗資料館と安浦港の視察、アニメ「学
の夏休み」や「誇り」の上映を実施しました。

結　果：�広島ブロック会員大会への参加などを通じ
て、数多くのメンバーと共に広島に宿る潜在
力を多角的に考察して呉の地に伝えたことに
より、「呉の力」確立を推進しました。

８．事業名：�創立55周年記念・呉の力発信事業Ⅳ　�
〜日本の力とはなにか〜

日　時：９月29日㈯〜10月１日㈪
場　所：�北愛国交流広場・中島公園・札幌農学校第２

農場
目　的：�全国会員大会帯広大会に参加したうえで地域

を視察し、「日本の力」を学び、呉に伝えて
いくことにより、当委員会が提唱する「呉の
力」確立を図り、市民意識変革とより多くの
市民を巻き込んだまちづくり運動を推進す
る。

方　法：�第56回全国会員大会帯広大会（大懇親会・大
会式典・卒業式・閉会式）にメンバーが参加
しやすい環境を整備すべく現地でのバスツ
アーを企画。帯広の開拓者である依田勉三を
主人公とする映画「新しい風」の上映、依田
勉三銅像や北海道開拓の原点とされる札幌農
学校第２農場の視察を実施しました。

結　果：�日本全国から結集した青年会議所メンバー
と「日本の力復活」に共感。日本人としての
誇りが喪われつつある現代、日本人が高潔
で徳高い武士道精神を基盤とした道徳心や愛
国心、「日本の力」を取り戻すためには、地
域社会に密着している各地の青年会議所メン
バーが市民意識変革に取り組むことの必要性
を再認識し、この取り組みこそが理想国家の
創造や世界平和の実現に繋がることを理解で
きました。さらに現地の視察により、北の大
地ならではの自然や歴史、文化を肌で感じつ
つ、「日本の力とはなにか」を総合的に考え
て呉の地に伝えることが可能となり、「呉の
力」確立を推進しました。

９．事業名：�創立55周年記念・呉の力発信事業Ⅴ�
〜世界の海道をゆく　遥かなるアンタルヤ〜

日　時：11月８日㈭
場　所：�JCI世界会議アンタルヤ大会　ジャパンナイ

ト会場（クレムリンパレス）
目　的：�世界に誇りうる「呉の魅力」と社団法人呉青

年会議所の活躍を発信、その反響を的確に受
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　2007年度は、「新しい公益性ある組織運営を目指し･･･」
をスローガンに掲げ、「新たな組織運営実践室」として室
長という大役を担当させていただきました。
　当室では、これからはじまる「公益法人改革」という新
しい法律に対応できるよう、次年度以降、当室が行った担
当事業が「今後のモデルとなる事業」となるよう、かつ、
そうした新しい試みの中に「これまでの54年間の歴史を大
切にし、それを引き継いでいく」、「志の高い明るい豊かな
まちづくりを目指したメンバーの意識の醸成」、「さらなる
メンバー間の結束力を図ること」という「スパイス」を、
当室の担当でありますLOMコミュニケーション向上委員
会の各事業に盛り込んでいただきました。
　LOＭコミュニケーション向上委員会では、「伝わってな
んぼ」をスローガンに掲げ、コミュニケーションの重要性、
必要性を訴え、各事業でのキーワードとして事業展開して
いただきました。「わかる」から「できる」を目指し、メンバー
へ伝えるために･･･。
　しかし、伝える側が実践できていなければ、メンバーに
は絶対に伝わらない･･･。
　そこで、当室スタッフをはじめ、委員会メンバーの皆様
にもこの一年間、徹底して「コミュニケーションの向上」
を意識して実践してまいりました。
　それは、基本となる報告・連絡・相談の徹底、お互いに
相手の言葉を傾聴し、そこから得たものを議論し、問題点
を解決し、煮詰めていく。その結果が、ひとつひとつクオ
リティー高いものとなり「かたち」となる。その「かたち」
とは「事業」として、年間を通してメンバーに伝えてまい
りました。その結果・効果は十分にあったと･･･『伝わった』
と実感しております。メンバーの皆様におかれましては「わ
かる」から「できる」ようになり、実践を繰り返して『で
きた』と感じておられるのではないでしょうか。それは「Ｊ
Ｃ活動」だけでなく、「仕事」、「家庭」、「友人」にと･･･。
　この一年間で、当室が伝えたことを是非とも、これから
も実践していただくことにより、今後の公益法人改革に対
しても揺るぐことのない「新たな組織運営」が実践できる
のではないでしょうか。
　最後になりますが、当室を担当し、最初から最後まで支
えてくださいました櫻井副理事長、クオリティー高い事業
を展開していただき、ご協力いただきました「ＬＯＭコミュ
ニケーション向上委員会」堀口委員長、岡本副委員長、堺
幹事、委員会メンバーの皆様、本当にご苦労様でした。そ
して誠にありがとうございました。また、当室の担当した
事業等に多大なるご理解、ご協力していただきました呉青
年会議所全メンバーに感謝の意を表します。一年間、誠に
ありがとうございました。

委員長　堀口　悟史

　「伝わってなんぼ」。当委員会が年間を通じて訴え続けた
メッセージは、この一言に集約されます。どんなに正しい
ことであっても、あるいは伝えるに値する大事なことで
あっても、それが相手の「頭」で理解され、「心」で共感
されない限り、「伝わった」ことにはなりません。「何で言っ
た通りにやらないんだ」。「もっと真剣にやれ」。こんな言
葉が、日常の職場で当たり前のように飛びかよっていない
でしょうか。「ちゃんと勉強しないさい」。「早く片付けな
さい」。これも家庭でよく聞かれる言葉です。大事なことは、
そこで発せられた言葉が、相手にどのように伝わったかで
す。それがコミュニケーションの成果です。実際、英語圏
の人々は、コミュニケーションという言葉を「相手が頭で
理解し、心で共感できるように自らの考えを表現すること」
という意味で使っています。「正論」を言っても、それが
相手の心に届かなければ、コミュニケーションが成立した
とは言えません。「なるほど、確かにそうだな」と、頭で
理解され、心で共感されてはじめて、「コミュニケーショ
ンが成立した」と呼べるのです。ましてや、結果として相
手の「聴く耳」を閉ざすような言葉は、コミュニケーショ
ンを成立させる上で害悪以外の何物でもありません。
　では、どうすればコミュニケーションを成立させること
ができるのでしょうか。私たちは、この問いに正面からか
ら向き合ってきました。そして、個々の事業を通じて、コ
ミュニケーションのあり方を「理解」し、それを「習得」し、
さらに「実践」する機会をつくってきました。
　もちろん、コミュニケーションのあり方というのは、そ
の人のパーソナリティに関わるもので、一夜にして激変す
るわけではありません。しかし、このような問題意識を持
つことで、例えば10回の対人接触場面の内、ほんの数回で
も自らの表現態度を能動的に変えてみるのは決して不可能
なことではないでしょう。実際、メンバー間のコミュニケー
ションにおいて、その成果が随所に見られつつあります。
まだ、ささやかな形でしかありませんが、やがてこれが大
きなうねりとなって、地域社会におけるコミュニケーショ
ンに質的な変化が生まれ、「共感できる社会」へさらに一
歩近づくことを願ってやみません。

委員会報告

室長報告 ＬＯＭコミュニケーション向上委員会

新たな組織運営実践室

新たな組織運営実践室

室長　横山　　新

〔スローガン〕伝わってなんぼ
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事業報告
１．事業名：例会及び総会の運営
日　時：毎例会及び毎総会
場　所：クレイトンベイホテル他
目　的：円滑な例会及び総会の運営のため
方　法：�毎例会において事前準備、出欠の確認、受付、

司会をした。また、毎総会において事前準備、
司会、議事録の作成をした。

結　果：�社団法人呉青年会議所の伝統である規律ある
厳粛な例会運営をすることができた。また、
総会についても円滑な運営に徹することがで
きた。

２．事業名：スローガン垂れ幕作成
日　時：2006年12月４日㈪　次年度担当例会時に披露
場　所：�シティプラザSUGIYA（披露以降は毎例会等）
目　的：�理事長スローガンを例会並びに諸会議場に掲

示し、社団法人呉青年会議所の方向性を内外
に一目で効果的に伝えるため

方　法：�視覚効果の高いスローガン垂れ幕を作成した。
結　果：�例会会場の大きさや天井の高さを鑑みたサイ

ズにしたことによって、理事長スローガンの
対内外への効果的な発信が可能になった。

３．事業名：会員手帳及び事業計画書作成
日　時：2007年１月
場　所：メール便にて発送（但し、一部手交先有り）
目　的：�社団法人呉青年会議所の会員活動及びメン

バー間のコミュニケーションを円滑に行うた
め。また社団法人呉青年会議所の基本方針及
び事業計画を現役会員・特別会員並びに関係
諸団体に明確に発信するため

方　法：�現役会員・特別会員には、名簿と事業計画書
を１冊にまとめて会員手帳として配布した。
また関係諸団体には事業計画書を配布した。

結　果：�会員手帳によって、会員間の連絡及びコミュ
ニケーションが円滑に行われるようになり、
活動及び運動が展開しやすくなった。また、
事業計画書によって、社団法人呉青年会議所
の基本方針並びに事業計画を関係諸団体に明
確に発信することができるようになった。 

４．事業名：ＪＣボックス
日　時：毎例会及び毎総会時
場　所：例会場及び総会場
目　的：ＪＣメンバーの自覚と責任を促すため
方　法：促省状を交付し、ＪＣボックスを設置した。
結　果：�喜捨を通じて、社会人としての最低限の自覚

と責任を促すきっかけになったと思う。ま
た、対象者に「促省状」を手交することによっ
て、意識付けをより徹底して行うことが可能
となったと考える。

５．事業名：新年互礼会
日　時：2007年１月13日㈯　18：30〜20：30

場　所：シティプラザSUGIYA　４階例会場
目　的：�年頭に当たり、来賓並びに特別会員の方々を

もてなし、メンバー相互のコミュニケーショ
ンと賀詞交換の場を図るため。また社団法人
呉青年会議所の方向性を示すため。

方　法：会場設営、受付、運営、司会を担当した。
結　果：�年頭に当たり、理事長挨拶を通じて、2007年

度の社団法人呉青年会議所の基本的な方向性
を示すことができた。また、賀詞交換を行う
ことによって、来賓並びに特別会員の方々と
のコミュニケーションを深めることができ
た。

６．事業名：特別会員会総会及び懇親会

日　時：2007年２月23日㈮　18：00〜20：00
場　所：シティプラザSUGIYA
目　的：�特別会員とのコミュニケーションを深めるこ

とで、社団法人呉青年会議所の事業活動に対
する理解と協力を得るため。また、特別会員
とのコミュニケーションを通じて、青年会議
所運動の良さを再認識するため。

方　法：�事前準備し、総会・懇親会の会場設営を担当
した。

結　果：�本事業の最大の目的は、特別会員とのコミュ
ニケーションの深化であったが、事前の座席
の交互配置や、当委員会メンバーによる巧み
な座席への誘導によって、その環境が意図し
た通りに整った。

７．事業名：４月例会「伝わってなんぼ」
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日　時：2007年４月２日㈪　18：30〜21：00
場　所：クレイトンベイホテル３Ｆ（天の間）
目　的：�信頼関係を構築する上で、コミュニケーショ

ンのあり方がいかに重要であるかを再認識す
るため。

方　法：�神戸製鋼ラグビー部ゼネラルマネジャーで元
ラグビー日本代表監督の平尾誠二氏を招き、
講演会（オープン例会）を実施した。

結　果：�呉地域の市民並びにメンバーに対して、「コ
ミュニケーションのあり方」に関する問題意
識を投げかけ、その上で当該問題意識につい
て、具体的にどのように取組んだらよいのか、
一つの「気付き」を提供することができた。

８．事業名：�ＬＯＭコミュニケーション実践事業�
「伝わってなんぼ」習得編

日　時：2007年５月22日㈫　19：00〜20：30
場　所：クレイトンベイホテル３Ｆ（天の間）
目　的：�メンバー間におけるコミュニケーションの質

的向上によって、共感できる社会づくりによ
り効果的に寄与するため。

方　法：�有限会社ビスケットの代表取締役社長である
加納亜季氏を講師として招き、コミュニケー
ションに関するワーク型セミナーを実施し
た。

結　果：�メンバーが４月例会で「理解」したことを実
用可能な形で「習得」することができた。具
体的には、「傾聴」と「承認」が、コミュニケー
ションを成立させる上で、いかに欠かせない
ものであるかを、体感してもらうことができ
た。

９．事業名：６月例会（高知ＪＣ合同例会）
日　時：2007年６月９日㈯　17：00〜18：34
場　所：高知市南はりやま町　得月樓
目　的：�兄弟ＪＣである社団法人高知青年会議所との

コミュニケーションを通じて、同会議所のま

ちづくり活動への取り組みの現状を知り、今
後の活動展開の糧とするため。

方　法：�高知市を訪問し、兄弟ＪＣである社団法人高
知青年会議所と合同例会を行った。

結　果：�相互の行き来が継続的になされたことで、兄
弟ＪＣとしてのコミュニケーションが一層深
まったと考える。

10．事業名：�ＬＯＭコミュニケーション拡大事業�
「伝わってなんぼ」応用編　〜「ＪＣで一皮
むけた経験」の共有〜

日　時：2007年９月21日㈮　19：00〜21：00
場　所：シティプラザSUGIYA
目　的：�青年会議所運動の良さを再確認することに

よって、今後の運動展開に弾みをつけるため
方　法：�諸先輩方の「ＪＣで一皮むけた経験」に焦点

を当て、小冊子「ＪＣで一皮むけた経験」を
作成した。また、これをテーマに特別会員と
コミュニケーションを図るべく、公開対談並
びに懇親会を行った。

結　果：�諸先輩方は、語るに値する豊かな経験を蓄積
されている。それは、呉青年会議所にとって
一つの財産と言っても過言ではない。しかし、
その多くは、諸先輩方の記憶の中に留まり、
現役会員は知る由もないというのが、半ば実
態である。本事業でそれらをドキュメント化
し、小冊子「ＪＣで一皮むけた経験」を作成
したことによって、その恒久的な伝承が可能
になった。

11．事業名：創立55周年記念例会
日　時：2007年11月16日㈮　18：30〜20：30
場　所：シティプラザSUGIYA
目　的：�社団法人呉青年会議所の55年間の事業報告を

行い、そこで得たフィードバックを今後の事
業に活かすため。

方　法：会場設営、受付、運営、司会を担当した。
結　果：�創立から55年間に亘る社団法人呉青年会議所
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日　時：2007年12月15日㈯　18：30〜20：30
場　所：シティプラザSUGIYA４Ｆ（瑞雲の間）
目　的：�次年度に向けた青年会議所活動の起点の場と

するため。また、卒業して以降の息の長い公
益活動を卒業生に喚起することで、明るい豊
かな社会の構築に寄与するため。

方　法：�本年度の納会並びに次年度への引継ぎを行っ
た。また、卒業生の現役時代の功績を称え、
敬意と感謝を込めて送り出した。

結　果：�明るい豊かな社会作りという「バトン」のリ
レーが本次年度間で成功裏に行われた。また、
卒業生に「この日を境に一層本格的な本番が
始まる」ことを実感いただくことができ、「卒
業」の概念がより明確な形で刷新されたので
はないかと思う。

15．事業名：各種大会の窓口案内
日　時：�京都会議（１月20日㈯〜21日㈰）、サマコン（７

月21日㈯〜22日㈰）
場　所：京都市、横浜市

目　的：�各種大会への会員の参加を促し、メンバー間
の信頼関係を醸成するため。

方　法：�各種大会の事前広報、登録をし、ＬＯＭツアー
等を実施した。

結　果：�多くのメンバーに参加いただき、相互の信頼
関係の醸成に寄与することができた。

16．事業名：事業報告書作成
日　時：2008年２月 
場　所：手配りまたはメール便にて配布
目　的：�１年間の社団法人呉青年会議所の活動を総括

的に検証するため。
方　法：�委員会ごとの１年間の活動報告をもとに冊子

を作成した。
結　果：�2007年度の活動報告を対外的に行うことで、

青年会議所活動に対する理解がより深まっ
た。

の軌跡を特別会員と共に顧みたことで、相互
のコミュニケーションが深まり、56年目に向
けての有意義な語らいができた。

12．事業名：次年度担当例会
日　時：2007年12月３日㈪　18：30〜20：30
場　所：クレイトンベイホテル３Ｆ（天の間）
目　的：�2008年度社団法人呉青年会議所の方向性を明

確にするため
方　法：�2008年度理事長所信及び基本方針を説明し、

組織構成の確認を行った。
結　果：�次年度に向けた青年会議所活動の起点の場と

することができた。

13．事業名：卒業式典　〜始まりの日〜

日　時：2007年12月15日㈯　17：00〜18：00
場　所：シティプラザSUGIYA３Ｆ（鳳凰の間）
目　的：�卒業して以降の息の長い公益活動を卒業生に

喚起することで、明るい豊かな社会の構築に
寄与するため。

方　法：厳かな卒業式典の設営並びに運営を行った。
結　果：�明るい豊かな社会を築く取り組みについては、

青年会議所を卒業すると同時に終えるのでは
なく、むしろ青年会議所運動を通じて学んだ
ことを活かし、卒業後により本格的に行って
いくものであるということを、卒業生に改め
て実感いただくことができた。

14．事業名：卒業送別会　〜始まりの日〜 
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　公益法人制度改革への対応という題をいただき活動をす
すめた一年であったが、公益法人の制度改革が必要とされ
ている昨今の動向の中に、現代の日本の縮図が見えるよう
に思う。
　現代を表す言葉として「混沌とした時代」というフレー
ズを良く耳にする、平たく言えば「わからない時代」とい
うことだ。戦後の日本は、良くも悪くも、激動の時代を通
り過ぎてきたが、人間がその変化のペースについていけず、
混乱状態の中で「何が正しいのか？」という判断が難しく
なっているのではないかと思う。
　「秩序の抜け落ちた自由」や「義務をはたさない権利」
が横行してきたことも、混乱による「判断基準の喪失」が
大きな要因であるように感じる。その結果、企業の不祥事
は相次ぎ、凶悪犯罪も後を絶たない、また年金問題などを
筆頭に国家への信頼さえ揺るがすような事件が、毎日のよ
うに報道を賑わしている。
　モラルさえ「わからなくなった」時代において、「わか
りやすくして欲しい」という世論が高まってくるのは必然
だ。
　それに対応し、公的機関の情報公開や企業コンプライア
ンスなどを推進する様々な施策がとられてきているが、公
益法人制度改革もその一環で、一部の公益法人で顕著に
なった問題などもあり、公益法人に対して、その本来の性
格ゆえに、公益性の基準や財務処理の明確化などの対応が
求められていることは時代の要請といえるだろう。
　あらためて「公益」とはなにかということを考えてみる。

「公益」の定義は「不特定多数の利益」であり、青年会議
所運動における「公益」とは、定款に掲げる「地域社会の
正しい発展を図ること」である。これは、創始よりその理
念を長らく継承し、現在の我々の活動における「原点」だ
といえる。
　本年度は、この「原点への回帰」をキーワードに、公益
法人改革準備検討委員会に対応の準備を進めてもらった。
制度改革への対応には技術的に新しいことを取り入れなけ
ればならないが、ともすれば、それは「新たな混乱を付加
する」ことに他ならない。しかし、要請の根本が「明確化」
にあるならば、原点を見つめ直しながら進めていくことが、
一番の近道であると考えたからだ。
　２月～８月という長い時間をかけて複数回の例会・勉強
会を開催し、常に「原点を見つめながら」丁寧にステップ
を踏襲していったことで、９月の総会にて「定款変更」の
議案を満場一致にて可決いただくことができたのではない
かと思う。委員会には今年の活動の責務を果たしてもらっ
たと自負している。
　しかしながら、この「定款変更」をベースに、今後、実
際に行なっていかなければならない対応に関しての課題は
残されているだろうと考える。青年会議所も、戦後の日本
と共に激動の時代を経験してきた団体であり、55年という

委員長　相原新太郎

　本年度当委員会は、目前に控えた公益法人改革への対応
という問題が生じている現状に鑑み、真に地域から活動を
望まれる団体なのか、その存在意義を今一度見直すという
使命を与えられました。そして、社団法人呉青年会議所55
年にわたる活動の営みは人後に落ちないものと自負してお
りますが、公益法人の必要性に疑問が持たれるようになっ
た昨今の社会情勢の中、「公益法人にふさわしくない団体
を排除すること」を目的とする公益法人改革に立ち向かう
べく、当委員会は、今後の青年会議所はより地域に直接的
に貢献すべきことが求められるようになったと考え、これ
を機会に今一度社団法人呉青年会議所の存在意義を考え直
す必要があるとして、「公益法人改革に関する勉強会」を
実施するなどし、最終的には定款を変更する運びとなりま
した。具体的な手続は、９月定時総会におきまして定款変
更 を審議し、出席会員75名の全会一致を持って可決され
ましたし、その後、社団法人呉青年会議所の監督官庁であ
ります広島県に対し定款変更の許可申請を行いましたとこ
ろ、11月８日に無事許可がなされました。
　その内容は、社団法人呉青年会議所の存在意義を「地域
貢献」にあると考え、地域貢献団体に特化するべく、これ
に併せて定款の目的規定を変更するというものです。具体
的には、定款第３条に規定されております社団法人呉青年
会議所の目的の中には「経済、社会、文化等に関する諸問

室長報告

公益法人改革準備検討委員会

公益法人改革室
歳月の中で成熟された組織運営において、新たな手法を取
り入れるということは、技術的に、また、運営する人間に
おいても原点を見据えた「正しい判断」が要求されてくる
からだ。
　公益活動とは「利他の精神」をもってのぞむことだろう
思う。「不特定多数の利益」と「自己の利益」とは直接的
につながらない場合も多々あるので、時として「判断力が
鈍る」ことがあるかもしれない。そのような時には、2007
年度と同様「原点に立ち返って」活動をしていきたい。ま
た、「楽しんで出来ること」や「自分が役に立っていると
感じられること」を運動として展開していくことも大切な
ことだと、本年度の担いを通じて改めて感じたことを申し
添え、この一年の報告とさせていただきたい。
　青年会議所の運動は、時代の流れの大きさに比すればそ
こに小さな石を投げるようなことかもしれません。
　しかし、我々が「正しい判断基準」をもってすれば、必
ずやそれが大きな波紋となりこの地域へと広がっていくと
信じ、その部分において妥協をせず「魅力あるＪＣ」であ
り続けながら、これからも運動を継続していきたいと思い
ます。
　今後ともよろしくお願いします。

委員会報告

公益法人改革室

室長　高橋　征司

〔スローガン〕公益超人のテーゼ
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題を調査研究し国内諸団体と協力して地域社会の正しい発
展を図ること」という記載がありますが、今後は基本的に
この目的に沿う事業しか実施しないことを明らかにしまし
た。
　当委員会の活動は、2007年度という１年間をもって終了
いたしますが、2008年度以降の社団法人呉青年会議所が、
真の地域貢献団体として定款の目的規定を正しく履行して
いるか、メンバー自身がチェックしていかなければなりま
せん。その際の判断基準は「今後実施される事業が地域市
民のためになっているか」という地域市民の視点になると
思われます。その意味で、他者の目線から自己を監督する
という謙抑的判断が必要となります。
　他方、社団法人呉青年会議所は、これまでも、そして、
これからも、時代の要請に機敏に応える事業を実施するた
めに冒険的判断が常に要求されて参りました。
　この様に一見、二律背反的な謙抑的立場と冒険的立場を
同時に兼ね備えることが必要であり、その際の肝はかかる
２つの立場のバランスにあります。謙抑的立場が強すぎて
時代の要請に機敏に応えることができなければ何ら地域に
貢献することはできませんし、逆に、時代の要請に機敏に
応えようとする余り地域市民の目線を忘れて独りよがりに

「これは公益性がある」と自己満足に浸るようでは、やは
り意味がありません。
　１年間のご支援ご協力に感謝するとともに、次年度以降
の社団法人呉青年会議所が真に呉地域から必要とされる団
体となることを祈念して、報告に代えさせていただきます。

事業報告
１．事業名：２月第１例会〜君は公益超人になれるか⁉
日　時：2007年２月５日㈪　19：20〜20：20
場　所：クレイトンベイホテル
目　的：�創始の理念を継承しながら地域貢献により積

極的な組織を作り上げるための出発点とする
とともに、メンバーが公益法人改革の概要お
よび対応の必要性について共通認識を持ち、
社団法人呉青年会議所の存在意義を今一度見
直すきっかけとする。

方　法：�公益法人改革に関する資料集を作成・配布し、
ナレーション形式の映像・パワーポイント・
寸劇等を駆使し、公益法人改革の概要、当委
員会の年間スケジュールを解説する例会を開
催しました。

結　果：�公益法人改革の基礎知識と今後更に求められ
る責任と可能性について参加メンバー全員で
学び、今後の公益法人改革を視野に入れ、こ
れから青年会議所がどうあるべきかについて
の議論を深めるための布石になった。

２．事業名：�公益法人改革に関する勉強会①�
〜ここは公益超人アカデミー

日　時：2007年３月23日㈮　19：00〜21：00
場　所：ビューポート呉２階　大会議室
目　的：�社団法人呉青年会議所が公益法人改革にきち

んと対応した組織を構築し、今後も地域や市
民に対する社会的責任を果たせるよう、メン
バーが公益法人改革に関する基礎知識を習得

し、今後の組織の存在意義、あり方について
議論を深めるため

方　法：�参加メンバーに対し、公益法人改革に関する
基礎知識を習得するための勉強会を２月第１
例会で配布した資料集を元に学校における１
日の授業形式に模し、①公益法人改革に関す
る用語整理、確認、②公益法人改革のスケ
ジュール確認、③公益認定法人の組織を体の
仕組みになぞらえて説明、④公益法人改革の
概要について説明、⑤公益法人改革に関する
今後の検討課題について説明及び討議、⑥公
益法人改革に伴う会計上の問題、⑦勉強会の
今後のスケジュールの説明、という順序で、
委員会メンバーが講師になり、パワーポイン
トや音響を活用しながら説明しました。

結　果：�参加メンバーに対し公益法人改革により発生
し得る社団法人呉青年会議所に対する問題
点・影響を抜粋し、解説を行い、限られた時
間の中で効果的に、知識習得・争点の設定を
行うことができました。事業後、参加メンバー
へ個別にヒアリングした結果、それぞれの委
員会内でも公益法人改革の内容はもちろん、
団体としての今後の方向性までも議論される
ようになりました。

３．事業名：�公益法人改革に関する勉強会②�
〜極東公益超人裁判⁉

日　時：2007年４月10日㈫　19：00〜21：00
場　所：ビューポートくれ　２階　大会議室
目　的：�社団法人呉青年会議所が公益法人改革にきち

んと対応した組織を構築し、今後も地域や市
民に対する社会的責任を果たせるよう、メン
バーが公益法人改革に関する基礎知識を習得
し、今後の組織の存在意義、あり方について
議論を深めるため

方　法：�公益法人改革に関する勉強会を模擬裁判形式
に則り、開催いたしました。今までの勉強会
の復習と初めて参加する仮入会員への説明も
兼ね、これまでの経緯と勉強会①の内容の説
明から始まり、正副室長等による模擬ディ
ベートを経て「呉青年会議所は公益認定法人
になるべきか」を争点にメンバー間でディ
ベートを行いました。公平を保つために賛成
派・反対派の立場をそれぞれ１回ずつ実施
し、その内容を最終的には陪審員役にあたる
正副室長に評議していただいた結果、反対派
のディベートの方が優勢という結果になりま
した。また、現在、公益法人改革に対するメ
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ンバーの暫定意見を集約するため、郵送によ
るアンケートを実施しました。

結　果：�当事者会議では「公益法人改革の概要」の資
料集や定款が記載されている「会員手帳」を
熟読されているメンバーも多数垣間見え、参
加メンバーは公益法人改革に対しより一層の
知識の習得が成された。そして、今回のディ
ベートから導き出された結果そのものは当委
員会が無作為にメンバーを振り分けたため、
本来信憑性はなく、むしろその時点のメン
バーの真意はアンケートの結果だと考えられ
るところ、37通のアンケートが回収され、そ
のうち31通が公益認定法人、２通が一般社団
法人、４通が分からないという回答でした。

４．事業名：�公益法人改革に関する勉強会③�
〜公益超人You Say国会⁉

日　時：2007年５月９日㈬　19：00〜21：00
場　所：ビューポートくれ　３階　大ホール
目　的：�社団法人呉青年会議所が公益法人改革にきち

んと対応した組織を構築し、今後も地域や市
民に対する社会的責任を果たせるよう、メン
バーが公益法人改革に関する基礎知識を習得
し、今後の組織の存在意義、あり方について
議論を深めるため

方　法：�公益法人改革に関する勉強会を国会形式に則
り開催いたしました。勉強会③では、勉強会
①で習得された基礎知識と勉強会②で習得さ
れた説得力をもとに勉強会③実施要領に沿っ
て、当委員会提出の政府案に対し賛成、反対

（それぞれ条件付を含む）の意見及びその理
由を政党ごとに自由討議し、各政党答弁と個
別討議を行いました。最終的に政府案に対す
る評決を行いましたが、白票（賛成）29票、
青票（反対）12票でした。

結　果：�勉強会①、勉強会②で議論してきた公益法人
改革の知識の習得が実り、各政党の課題に対
する議論が活発に行われました。政府案に対
する評決についても、青票が少なからずあ
りましたが、今後の当委員会の活動次第で
100％白票に変えられる手ごたえを感じまし
た。

５．事業名：�７月例会〜宇宙世紀20XX�
公益超人、大地に立つ

日　時：2007年７月２日㈪　19：20〜20：20
場　所：クレイトンベイホテル　３階　天の間
目　的：�創始の理念を継承しながら、地域貢献に対し

より積極的な組織を作り上げるための出発点
となるよう、公益法人改革対応後における社
団法人呉青年会議所のあるべき姿等について
プレゼンテーションし、社団法人呉青年会議
所の存在意義を今一度見直すきっかけとす
る。

方　法：�ナレーション形式の映像・パワーポイント・
寸劇等を駆使し、社団法人呉青年会議所が公
益法人改革にいかに対応するか？その概要を
プレゼンする例会を開催しました。

結　果：�公益法人改革という一見固い課題に対し、リ
ラックスした雰囲気を醸し出し、参加者に共
感を得ながら公益法人改革対応後における社
団法人呉青年会議所の組織構成等についてプ
レゼンテーションすることができた。今後、
公益認定法人に移行した場合の問題点をどう
解決するのかという懸念と本来呉青年会議所
のあるべき姿について当委員会が考えるベク
トルは提示し、メンバーからある程度の理解
を得ることができました。

６．事業名：�公益法人改革に関する勉強会④�
〜公益超人「松下村塾」に集う⁉

日　時：2007年８月８日㈬　19：00〜21：00
場　所：ビューポートくれ　３階　和室
目　的：�社団法人呉青年会議所が公益法人改革にきち

んと対応した組織を構築し、今後も地域や市
民に対する社会的責任を果たせるよう、メン
バーが公益法人改革に関する基礎知識を習得
し、今後の組織の存在意義、あり方について
議論を深めるため

方　法：�７月例会におけるプレゼンテーション内容を
パワーポイントを用いて解説した上で、６委
員会と室長事務局の７グループに分かれてプ
レゼン内容を把握している当委員会のメン
バーがアドバイザーとしてその各グループに
散開し、プレゼン内容に対する疑問や不安の
抽出、存在意義の再確認等の自由討議を行っ
た。

結　果：�これまでの勉強会と違い、小グループに分か
れて討議したため、活発な意見が飛び交い、
個々の考えを出し合うことができた。また、
定款変更 上程予定の９月定時総会に向け
て、多数のメンバーから概ねの賛同をいただ
けることが分かり、自信を持って定款変更
を上程する契機となった。

７．事業名：定款変更案策定
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日　時：�2007年９月３日㈪　20：35〜20：50　定時総会
場　所：クレイトンベイホテル　３階　天の間
目　的：�公益法人改革に対応した定款変更案を策定す

ることにより、社団法人呉青年会議所の存
在目的を対外に知らしめ、地域市民の目線
に立った今後の青年会議所活動を展開するた
め。また、公益法人改革に対応した定款変更
案を策定することにより、社団法人呉青年会
議所に所属するメンバーの自覚と責任感を醸
成するため

方　法：�公益法人改革関連法の施行を目前に控え、公
益認定法人への移行を前提とした定款変更案
を策定しました。策定された変更案を９月定
時総会に上程し、審議可決しました。その
後、10月23日に県に対し定款変更の許可申請
をし、11月８日に認可されました。

結　果：�2008年度中に実施が予定される公益法人改革
に臨むにあたり、社団法人呉青年会議所の存
在意義を今一度見直すために、複数回の例会、
勉強会の実施、会員からの意向聴取や質疑応
答を繰り返した結果、「社団法人呉青年会議
所は地域貢献団体である」という存在意義が
確認され、これを踏まえて定款の目的規定を
一部削除する内容の定款変更案を策定しまし
た。ここに至るまでの過程や手続は、今後も
社団法人呉青年会議所が同様に会員の意識統
一をしながら組織改革をする上で参考になる
と思われます。

８．事業名：公益法人改革室事業
　　　　①�　会内勉強会、『公益法人改革に関する勉

強会⑤〜公益超人、日本の近現代史に物申
す！？』

　　　　②�　当日事業、『日本の近現代史を考える〜
ねずみ小僧は良い人、悪い人！？』

日　時：�①2007年11月28日㈬　19：00〜21：00
　　　　�②2007年12月９日㈰　15：00〜17：00
場　所：�①ビューポート呉２階　大会議室
　　　　�②大和ミュージアム１階　大和ホール
目　的：�地域における若者世代に対し、我が国の歴史

に関する情報を多角的・多面的に検討する能
力を身につけてもらうことにより、もって自
分たちの先祖や先達に対する伝統的な敬愛の
精神を醸成するため。また、青年会議所メン
バーに我が国の正しい近現代史に関する知識
及び視点を提供し、地域のリーダーにふさわ
しい素養を身につけていただくと同時に、い
わゆる「指導力開発事業」の今後のあり方を
提言し、今後の円滑な事業運営の一助とする。

方　法：�地域市民及び青年会議所会員に対し、歴史に
対する多面的・多角的検討能力を身につけて
いただくことを目的として、日本の近現代史
をテーマとした事業を２回の日程に分けて実
施した。

結　果：�当委員会は、本事業において今後の指導力開
発事業のあり方として、①まず１段階目にお

いて会内メンバーの指導力開発を目的とした
事前準備事業を実施し、②次に２段階目にお
いて不特定多数の者を対象としたいわゆる

「ひとづくり」を目的とした事業を実施し、
併せて会内メンバーは２段階目の事業におい
て１段階目の事業で得た指導者として必要な
素養の復習・再確認を行うことにより、常に
地域市民よりも指導者能力の点で先行する効
果を得られる、というモデルの提言を行い、
実際に上記の２段階方式による事業を実施し
た。そして、事前に会内勉強会を実施した甲
斐もあって、当日事業における講師の講演は
内容にかなり高度なものも含まれていたが、
難しくて理解できないというメンバーはいな
かったように思われ、メンバーが指導力の分
野で地域市民より先行する能力を備えるには
事前準備事業を実施することがやはり効果的
である。その意味で、今後の指導力開発事業
は「高い対外的効果を有しつつも指導力開発
というメンバーメリットも求める」といった
内容でなければならないことがある程度証明
されたと考える。

　　　　�　ところで、当日事業については、アンケー
ト結果を見る限り、もともと日本の近現代史
に対して興味や関心を持った方々が参加され
たように見受けられるが、当日事業の内容に
より「勉強になった」「普段聞くことのない
話が聞けて有意義だった」という感想もあり、
何より歴史に対する多面的・多角的検討能力
の醸成という事業目的を「実感できた」とい
う意見が多数寄せられ、対外事業目的も十分
達成することができたと考えられる。何より
ＤＶＤ「誇り」に対する評価が高く、日本の
近現代史に対する事業を今後実施する際に有
効なアイテムとなることが証明された。また、
参加者の感想の中には歴史に対する多面的・
多角的検討能力の醸成という事業目的を超え
て、究極の目的である「自分たちの先祖や先
達に対する伝統的な敬愛の精神を醸成」する
ことにまで気づいていただけた方も少数なが
らおり、今後も日本の近現代史をテーマとし
た事業を実施することは地域社会の健全な発
展に寄与するものと考えられる。
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社団法人日本青年会議所

会頭　奥原　祥司

　2007年度は社団法人日本青年会議所に第56代会頭として出向させていただきました。
今から思うと、予定者として始まった2006年７月から任期終了の2007年12月末までの約１年半とい
う月日は、あっという間に過ぎたというのが正直なところです。
その間、現役・ＯＢの様々な方々に御支援をいただきました。有り難う御座居ました。

　2007年度の日本ＪＣは「「日本の力」発信！理想国家日本の創造に向けて！」をスローガンに掲
げ、国家青年会議所として各地青年会議所と協調しながら理想国家日本の創造をし、そしてＪＣの
究極の目的である「武力に因らない真の世界平和の実現」に向けて様々な運動を発信して参りまし
た。時には言われ無き誹謗も受けました。時には叱咤激励もいただきました。知恵や汗を出したこ
とも、そして涙を流したことも有りましたが、当該年度が終了した今となっては、自分達が信じた
運動の方向性に誤りは無かったと思っておりますし、自分達が掲げた目的に向かって大きく前進出
来たと確信しております。

　日本における青年会議所運動は、各地青年会議所であるＬＯＭと国家青年会議所であるＮＯＭと
が協調した運動を展開することが肝要です。運動展開している場所は違っていても、同じ志を持っ
たメンバーが同じ時代背景の下で運動を展開しているのですから、同じ方向に向かいながら、後は
地域の特色を生かした運動になっている筈なのです。地域だけの青年会議所運動ではダメですし、
国家だけの青年会議所運動でもダメなのです。全国で運動を行っている40000名のメンバー全員が
このことを意識しながら運動を展開すれば、必ずや日本の青年会議所運動は大きく展開をするモノ
と確信しております。
・・・このことを改めて感じることの出来た１年だったと思いますし、全国で56人の会頭を出した
ＬＯＭの１つとして、その地域のみの活動にとどまらず、呉の周辺地域はもとより、日本全体にも
意識を持ちながらの運動展開の出来るＬＯＭになっていただければと願っております。

　2007年度は清水理事長をはじめとする現役メンバーの皆様やＯＢメンバーの皆様、そして会頭職
をサポートして貰った小松特別補佐をはじめとする補佐チームの皆さんに深く感謝申し上げ、出向
報告に代えさせていただきます。
１年間、本当にお世話になりました。有り難う御座居ました。

出向者報告出向者報告
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社団法人日本青年会議所　総務グループ　総務委員会
副委員長　会頭特別補佐

　小松　義人

　2007年度社団法人日本青年会議所　第56代会頭　奥原祥司君の会頭特別補佐として出向してまい
りました。社団法人呉青年会議所（以下、呉ＪＣ）からは私以外に、渉外幹事の岩本貴紀君をはじめ、
10名の会頭補佐が出向しました。その他全国から会頭補佐として６名（福山、竹原、東広島、館林、
北九州２名）出向していただき、総勢17名の会頭補佐チームとして１年間活動してまいりました。
また、総務委員会の副委員長として、社団法人日本青年会議所（以下、日本ＪＣ）役員補佐（直前
会頭補佐、副会頭補佐、専務理事補佐、顧問補佐、監事補佐、会務担当常任理事補佐　総勢120名）
の小委員会を担当させていただきました。
　会頭特別補佐としての主な職務は、諸会議議案以外の会頭の庶務を専務理事、日本ＪＣ事務局
と連携をとりながら円滑に遂行していくことでした。特に年間170日以上に亘る会頭の公務のスケ
ジュール管理は最も重要な職務でした。スケジュールが決定すると、先方の担当者との詳細打合せ、
現地までのアクセス、同行補佐の担当を決めて、引き継ぐ。このような流れで遂行してまいりました。
その他、全国各地の青年会議所やブロック協議会、日本ＪＣ各委員会、関係諸団体から年間130件
以上依頼された会頭挨拶文の管理や広報委員会と連携をとりながら進めた「We Believe」をはじ
めとする会頭対談の調整も私の職務でした。
　総務委員会副委員長としての主な職務は、「京都会議」、「３月総会（東京）」、「ASPAC（台湾）」、

「サマーコンファレンス（横浜）」、「全国会員大会（帯広）」、「世界会議（トルコ）」の大会において、
日本ＪＣ役員のスケジュール管理、各大会におけるファンクション会場への誘導、大会担当ライン・
開催地青年会議所との調整、総務委員会会務のフォローアップを全国の補佐仲間と遂行してまいり
ました。
　いずれの経験も会頭を輩出しなければ出来ない貴重なものでした。私自身、初めての日本ＪＣ出
向でしたので、最初は右往左往しておりましたが、迫りくるさまざまな要請に迅速に対応すべく、
会頭にご教授いただいたり、補佐チームでミーティングを重ねながら進めてまいりました。
　「呉から輩出した会頭を輝かさせなければならない。それは呉ＪＣが輝くことになる。呉ＪＣの
看板を背負って出向しているんだ。」このような気概で職務を遂行致しました。これは、私一人の
気概ではなく、呉から出向した会頭補佐全員が持ち合わせていた気概です。この気概が会頭補佐チー
ムの行動に表れたのか、全国の補佐仲間から多大なるご協力をいただきました。青年会議所のネッ
トワークの凄さ、友情を改めて感じました。
　本年度の出向は、職務を遂行したことのみならず、会頭の傍に居させていただくことにより、日
本ＪＣをより身近に感じることが出来るようになりました。また、日本ＪＣ会頭のリーダーシップ
を目の当たりにすることも出来ました。なかなか見ることが出来ない非常に貴重な経験をさせてい
ただきました。本年度のすべての経験は、今後の呉ＪＣの活動に還元していきたいと思います。
　最後になりますが、清水理事長をはじめとする呉ＪＣの皆さまの強力なご支援・ご協力に対しま
して改めて感謝申し上げます。
　１年間、大変お世話になりました。出向させていただき、有り難うございました。

出向者報告出向者報告
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社団法人日本青年会議所　広島ブロック協議会

監事　松本　明彦

　2007年度広島ブロック協議会は、「学び伝える　日本の心　JAYCEEの志」をスローガンに掲げ、
事業を展開しました。ブロック役員団はもちろんのこと各委員会で生涯の友となるべく、県内に友
情のネットワークが構築できたものと自負いたすとともに確信致しております。

　事業の中でも、日本青年会議所との協同運動でありました、「学の夏休み」を小学校で実践でき
たことは、大変貴重な体験をさせていただいたことと考えております、今後も子供を持つメンバー
が多く所属する団体として、積極的に教育現場に参加させていただく事や、子どもとの事業開催を
切に願います。

　私のＪＣ生活の中で、出向経験は、ブロック協議会への２回でありました、１回目は、05年度に
副会長として、そして今回監事として出向させていただきました。また、昨年は理事長としてブロッ
ク協議会と関わりました。出向してみて、１つには、冒頭にも触れましたが、県内に友情のネット
ワークが構築できたこと、２つには、呉ＪＣの凄さの実感ではなかったかと感じております、やは
り、会頭を輩出するだけの伝統と実績に裏打ちされた誇りのようなものを肌身で感じさせていただ
きました。

　最後に、監事補佐として、常に行動をともにしていただいた田尻康人君に感謝申し上げます。現
役諸君の出向に対する勇気に期待して、お礼の挨拶に代えさせていただきます。
　ありがとうございました。

出向者報告出向者報告
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セクレタリー報告

セクレタリー　

　ちょうど一年前、セクレタリーを打診された時、セクレタリーというのは、理事長の鞄持ちとい
うイメージで、安易な気持ちで引き受けました。しかし、すぐに、それは大きな間違いであったと
気付きました。これまでは実際に事業を行う、委員会サイドでしか物事を見ていませんでしたが、
事業が行われるまでの会議の準備・運営が如何に重要であるか、体験させていただきました。

　また、本年度は会頭輩出ロムということで、各種会議、各種大会に最初から最後まで理事長に同
行させていただき、呉青年会議所の責任の重さを感じました。また、呉青年会議所からの出向者の
活躍、主催者の方々のご苦労を間近で見ることができました。理事長におかれましては、役員輩出
ＬＯＭのメンバーの方々との交流など対外的に大変ご活躍される機会も多く、その度に新しい経験、
感動、出会いを与えていただきました。

　この呉青年会議所創立55周年という節目の年で、かつ会頭輩出という二度と経験することがない
であろう年に、セクレタリーという役を経験できたことは何物にも代えがたい人生の宝物です。こ
の経験を“自分以外の誰かのために”生かしてこそ、本当の自分自身の成長と考えます。

　セクレタリーという役を第三者の立場で見ていた昨年までの我々自身と、セクレタリーという役
を受け、不出来ながらも精一杯やり遂げた今の我々自身を比較した時、確実に変化したものがあり
ます。くれのまちに対する“おもい”と、呉青年会議所という団体に対する“おもい”です。各種
会議、各種大会や理事長公職への同行等、多くの行事に参加・経験し、目・耳・肌で強く感じた組
織の重みや、その運営方法、どれだけ多くのメンバーがどれだけ真剣に、どれだけの時間と労力を
費やしているのか、表には見えない裏側を知ることで、多くのことを学ばせていただきました。

　今後のＪＣ活動にこの経験を活かし、精一杯くれのまちのために尽力することをお誓い申し上げ
まして、セクレタリー報告とさせていただきます。

宮下　佳昌 樋上　尊香 石井　靖彦 道原　正嗣 田渕　智美
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社団法人　呉青年会議所
事務局　〒737‒0045
呉市本通２丁目６番３号　商工会議所ビル５F
TEL（0823）21‒1081　FAX（0823）21‒0800
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